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五
　
ま
と
め

一
　
は
じ
め
に

「
サ
イ
バ
ー
テ
ロ
（C
y
b
er
terro

rism

）」
及
び
「
サ
イ
バ
ー
戦
（C

y
b
er
w
a
r

）」
に
関
し
て
、
国
際
的
に
承
認
さ
れ
た
公
式
の
定
義
は
、

現
在
の
と
こ
ろ
存
在
し
な
い
。

こ
れ
ら
の
用
語
は
、
論
者
や
文
脈
等
に
よ
っ
て
異
な
る
意
義
・
機
能
を
有
す
る
も
の
と
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
々
あ
り
、
ま
た
、

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
領
域
で
用
い
ら
れ
る
場
合
に
は
し
ば
し
ば
誇
張
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
れ
が
い
ず
れ
の
国
で
あ
る
に
せ
よ
、
特
定
の
国
家
ま
た
は
特
定
の
国
家
の
統
制
下
に
あ
る
サ
イ
バ
ー
軍
（C

y
b
er
a
rm
y

）

に
よ
る
他
国
の
情
報
シ
ス
テ
ム
に
対
す
る
サ
イ
バ
ー
攻
撃
（C

y
b
er
a
tta
ck

）
は
現
実
に
存
在
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る（1
）
　
。
そ
し
て
、
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こ
の
よ
う
な
国
家
に
よ
っ
て
実
行
さ
れ
る
サ
イ
バ
ー
攻
撃
（S

ta
te
sp
o
n
so
red
C
y
b
er
a
tta
ck

）
の
こ
と
を
サ
イ
バ
ー
テ
ロ
ま
た
は
サ
イ

バ
ー
戦
と
呼
ぶ
例
が
比
較
的
多
い
よ
う
に
思
わ
れ
る（2
）
　
。
無
論
、
理
論
的
に
は
、
単
な
る
個
人
ま
た
は
国
家
と
は
別
の
社
会
的
組
織
（
国
際

的
な
テ
ロ
組
織
な
ど
）
に
よ
っ
て
重
大
な
サ
イ
バ
ー
攻
撃
が
実
行
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
得
る
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
生
ず
る
被
害
は
国
家
等

に
よ
る
サ
イ
バ
ー
攻
撃
と
同
等
ま
た
は
そ
れ
以
上
の
も
の
で
あ
り
得
る
。
例
え
ば
、
物
理
的
な
テ
ロ
攻
撃
で
は
あ
る
が
、
二
〇
〇
一
年
九

月
一
一
日
に
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
発
生
し
た
同
時
多
発
テ
ロ
攻
撃
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
公
式
見
解
に
よ
れ
ば
過
激
な
国
際
テ
ロ
組
織

と
み
な
さ
れ
た
ア
ル
カ
イ
ダ
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
て
お
り
、
特
定
の
国
家
に
よ
る
も
の
で
は
な
い（3
）
　
。
し
か
し
、
一
般
に
、
国
家
に
よ
る
サ

イ
バ
ー
攻
撃
で
は
、
そ
の
攻
撃
の
規
模
、
持
続
性
（
執
拗
性
）、
被
害
の
程
度
及
び
問
題
解
決
の
困
難
性
に
お
い
て
、
個
人
や
国
際
的
な
テ

ロ
組
織
等
に
よ
る
サ
イ
バ
ー
攻
撃
の
場
合
を
上
回
る
も
の
だ
と
い
う
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る（4
）
　
。

他
方
、
サ
イ
バ
ー
テ
ロ
ま
た
は
サ
イ
バ
ー
戦
（
以
下
、
本
論
文
で
は
「
サ
イ
バ
ー
テ
ロ
」
と
総
称
す
る
。）
は
、
物
理
的
な
攻
撃
を
主
体

と
す
る
通
常
の
テ
ロ
と
は
異
な
る
要
素
を
有
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
電
子
的
な
攻
撃
を
主
体
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
爆
撃
や
ミ
サ
イ
ル
と

い
っ
た
目
に
見
え
る
物
理
的
な
攻
撃
手
段
を
主
体
と
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
攻
撃
に
よ
っ
て
生
ず
る
経
済
的
・
政
治
的
損
失
は
核
攻
撃

に
匹
敵
す
る
か
ま
た
は
そ
れ
以
上
の
も
の
と
な
り
得
る
も
の
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、S

tu
x
n
et （

5
）
　
の
よ
う
な
巧
妙
な
マ
ル
ウ
ェ

ア
に
よ
っ
て
原
子
力
発
電
所
や
化
学
プ
ラ
ン
ト
な
ど
を
制
御
不
能
状
態
ま
た
は
混
乱
状
態
に
陥
れ
る
サ
イ
バ
ー
攻
撃
が
実
行
さ
れ
、
そ
れ

が
成
功
し
た
場
合
、
原
子
力
発
電
所
や
プ
ラ
ン
ト
の
爆
発
を
誘
発
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
そ
の
結
果
、
核
攻
撃
や
毒
ガ
ス
兵
器
に

よ
る
攻
撃
が
な
さ
れ
た
の
と
同
じ
悲
惨
な
結
果
が
生
ず
る
危
険
性
が
あ
る
。
ま
た
、
単
に
発
電
施
設
や
送
電
網
、
ガ
ス
パ
イ
プ
ラ
イ
ン（6
）
　
、

上
下
水
道
等
の
管
理
シ
ス
テ
ム
を
機
能
不
全
に
す
る
だ
け
で
、
高
度
に
電
子
化
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
都
市
や
国
家
の
機
能
を
麻
痺
さ
せ
、

経
済
活
動
を
不
可
能
に
し
て
し
ま
う
こ
と
が
で
き
る（7
）
　
。

そ
う
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
攻
撃
そ
れ
自
体
は
、
ご
く
平
穏
な
社
会
生
活
が
営
ま
れ
て
い
る
間
に
電
子
的
に
実
行
さ
れ
る
こ
と
に
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な
る
か
ら
、
一
般
市
民
の
感
覚
か
ら
す
れ
ば
、
平
時
の
状
態
し
か
存
在
し
て
い
な
い
よ
う
に
見
え
て
し
ま
う
。
換
言
す
る
と
、
サ
イ
バ
ー
テ

ロ
が
実
行
可
能
な
環
境
で
は
、
理
論
的
に
は
、
戦
時
と
平
時
と
が
（
明
確
な
社
会
的
・
政
治
的
な
切
り
替
え
が
意
識
さ
れ
な
い
ま
ま
）
常

に
共
存
す
る
状
況
に
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
こ
と
は
、
物
理
的
な
戦
争
状
態
に
あ
る
場
合
と
サ
イ
バ
ー
テ
ロ
の
場
合
と
の
顕

著
な
相
違
点
の
一
つ
と
し
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る（8
）
　
。

無
論
、
政
府
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
イ
ト
等
に
対
す
る
攻
撃
が
実
行
さ
れ
、
現
実
に
利
用
不
能
状
態
が
発
生
し
て
い
れ
ば
、
当
該
国
の

一
般
国
民
の
目
に
も
「
サ
イ
バ
ー
戦
」
が
存
在
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る（9
）
　
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
含
め
各
種
情
報

シ
ス
テ
ム
と
無
関
係
の
と
こ
ろ
で
は
全
く
も
っ
て
平
穏
な
平
時
の
状
態
が
同
時
に
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
普
通
と
な
っ
て
い
る
。

日
本
国
は
、
以
上
の
よ
う
な
意
味
で
の
サ
イ
バ
ー
テ
ロ
と
全
く
無
関
係
で
い
る
こ
と
は
で
き
な
い（10
）
　
。
日
本
国
が
他
国
に
対
し
て
サ
イ
バ
ー

攻
撃
を
実
行
す
る
意
図
を
全
く
有
し
て
い
な
い
と
し
て
も
、
他
国
か
ら
日
本
国
に
対
し
て
サ
イ
バ
ー
攻
撃
が
実
行
さ
れ
る
こ
と
は
十
分
に

あ
り
得
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
そ
の
よ
う
な
場
合
に
お
け
る
法
的
対
応
（
特
に
犯
罪
と
し
て
の
刑
事
処
罰
）
に
つ
い
て
検
討
し
て
お
く
意
味
が

あ
る
。
国
家
そ
れ
自
体
を
処
罰
対
象
と
す
る
こ
と
は
、
国
家
主
権
の
範
囲
外
の
こ
と
な
の
で
、
無
論
で
き
な
い
こ
と
だ
が
、
サ
イ
バ
ー
テ

ロ
を
構
成
す
る
個
々
の
実
行
行
為
に
つ
い
て
、
そ
の
実
行
行
為
者
に
対
す
る
刑
法
そ
の
他
の
刑
罰
法
令
に
よ
る
処
罰
は
全
く
不
可
能
な
こ

と
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

本
論
文
で
は
、
サ
イ
バ
ー
テ
ロ
の
全
て
に
つ
い
て
論
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
世
界
的
に
注
目
さ
れ
て
き
た
サ
イ

バ
ー
テ
ロ
の
カ
テ
ゴ
リ
の
中
で
、
①
国
家
に
よ
る
諜
報
活
動
及
び
②
国
家
の
重
要
施
設
等
に
対
す
る
侵
害
に
特
に
着
目
し
、
こ
れ
ら
の
事

項
に
関
し
重
点
的
に
検
討
を
加
え
る
こ
と
は
可
能
な
範
囲
内
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

本
論
文
は
、
こ
れ
ら
の
重
点
的
な
事
項
に
つ
い
て
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
連
邦
刑
法（11
）
　
及
び
ス
イ
ス
刑
法
典
（
二
〇
一
三
年
七
月
一
日
現
在

有
効
な
条
項（12
）
　
）
に
含
ま
れ
る
関
連
条
項
と
比
較
し
な
が
ら（13
）
　
、
日
本
国
の
刑
罰
法
令
（
主
と
し
て
刑
法
に
定
め
る
関
連
条
項
等
）
に
よ
る
サ
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イ
バ
ー
テ
ロ
行
為
処
罰
の
可
否
を
検
討
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
今
後
の
こ
の
分
野
に
お
け
る
法
学
研
究
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

二
　
国
家
に
よ
る
諜
報
活
動

１
　
類
型

今
日
、
国
家
に
よ
る
他
国
に
対
す
る
諜
報
活
動
は
、
多
方
面
に
わ
た
っ
て
お
り
、
伝
統
的
な
軍
事
機
密
情
報
に
対
す
る
諜
報
活
動
だ
け

で
は
な
く
、
先
進
国
の
最
先
端
技
術
を
不
法
に
無
償
で
入
手
し
自
国
の
技
術
水
準
や
国
際
経
済
上
の
競
争
力
を
向
上
・
強
化
す
る
た
め
に

な
さ
れ
る
産
業
・
技
術
情
報
に
対
す
る
諜
報
活
動
の
存
在
も
指
摘
さ
れ
て
い
る（14
）
　
。
こ
れ
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
以
降
、
戦
争
と
い
う
も
の

が
職
業
軍
人
や
徴
兵
さ
れ
た
兵
士
等
の
み
が
関
与
す
る
も
の
で
は
な
く
国
民
全
て
を
巻
き
込
ん
だ
総
力
戦
で
あ
る
こ
と
が
常
態
化
し
た
と

い
う
歴
史
的
経
緯
に
鑑
み
る
と
、
あ
る
意
味
で
必
然
的
な
結
果
だ
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

諜
報
活
動
は
、
工
作
員
に
よ
る
物
理
的
な
工
作
活
動
の
場
合
も
あ
る
し
、
電
子
的
に
リ
モ
ー
ト
で
実
行
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
電
子
的
に

実
行
さ
れ
る
諜
報
活
動
は
、「
サ
イ
バ
ー
ス
パ
イ
（C

y
b
er
sp
y
o
r
C
y
b
er
esp
io
n
a
g
e

）」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な

電
子
的
な
諜
報
活
動
の
う
ち
、
産
業
・
技
術
情
報
に
対
す
る
諜
報
活
動
は
、「
国
家
に
よ
る
産
業
・
技
術
の
ス
パ
イ
行
為
（state-sp

on
sored

in
d
u
stria
l
a
n
d
tech
n
ica
l
esp
io
n
a
g
e

）」
と
表
現
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る（15
）
　
。

こ
れ
ら
電
子
的
な
諜
報
活
動
は
、
実
際
に
は
、
通
信
傍
受（16
）
　
や
不
正
ア
ク
セ
ス
の
実
行
に
よ
り
実
現
さ
れ
る
が
、
そ
の
た
め
の
準
備
的
・

手
段
的
な
行
為
と
し
て
、D

D
o
S

攻
撃（17
）
　
、A

P
T

攻
撃
や
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
攻
撃（18
）
　
な
ど
が
実
行
さ
れ
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
る
。
こ
れ
ら
の
行

為
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
適
用
可
能
な
処
罰
法
令
（
刑
法
、
不
正
ア
ク
セ
ス
禁
止
法
等
）
に
よ
る
処
罰
の
可
否
が
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
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な
ら
な
い
が
、
そ
れ
ら
と
は
別
に
、
外
国
等
に
よ
る
日
本
国
の
重
要
な
機
密
情
報
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
す
る
諜
報
活
動
そ
れ
自
体
に
つ
い
て

何
ら
か
の
処
罰
立
法
を
要
す
る
か
否
か
が
検
討
課
題
と
な
る
。
無
論
、
そ
の
結
論
に
つ
い
て
は
賛
否
両
論
が
あ
り
得
る（19
）
　
。
し
か
し
、
ま
ず

結
論
あ
り
き
で
は
な
く
、
世
界
各
国
の
法
制
の
状
況
及
び
そ
の
立
法
の
基
礎
と
な
っ
て
い
る
政
治
的
・
社
会
的
・
経
済
的
・
歴
史
的
背
景

を
正
確
に
理
解
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
仮
に
こ
の
種
の
立
法
に
反
対
す
る
立
場
を
採
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
世
界
各
国
の

立
法
と
い
う
事
実
に
関
す
る
正
確
な
認
識
・
理
解
を
抜
き
に
し
て
、
単
純
に
「
反
対
の
た
め
の
反
対
」
を
繰
り
返
す
だ
け
で
は
全
く
無
力

だ
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

以
下
、
こ
こ
で
は
、
軍
事
機
密
情
報
と
経
済
機
密
情
報
と
に
分
け
、
軍
事
機
密
情
報
に
関
し
て
は
ス
イ
ス
刑
法
上
の
主
要
な
関
連
条
項

に
、
経
済
機
密
情
報
に
関
し
て
は
ス
イ
ス
刑
法
及
び
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
連
邦
刑
法
に
そ
れ
ぞ
れ
着
目
し
て
比
較
法
的
な
検
討
を
試
み
る（20
）
　
。

２
　
軍
事
機
密
情
報
に
対
す
る
諜
報
活
動

∏
　
日
本
法

日
本
国
の
刑
法
上
、
国
家
機
密
に
対
す
る
侵
害
罪
は
存
在
し
な
い
。
軍
事
機
密
情
報
と
関
連
す
る
刑
法
上
の
犯
罪
と
し
て
は
、
外
患
誘

致
罪
（
八
一
条
）
及
び
外
患
援
助
罪
（
八
二
条
）
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
条
項
の
解
釈
と
し
て
は
、
外
国
か
ら
物
理
的
に
「
武
力
の
行
使
」

が
あ
っ
た
場
合
に
の
み
犯
罪
が
成
立
す
る
と
解
す
る
し
か
な
く
、
武
力
の
行
使
を
伴
わ
な
い
純
然
た
る
諜
報
活
動
に
つ
い
て
こ
れ
ら
の
条

項
が
適
用
さ
れ
る
余
地
は
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る（21
）
　
。

し
か
し
な
が
ら
、
自
衛
隊
法
、
日
米
相
互
防
衛
援
助
協
定
等
に
伴
う
秘
密
保
護
法
、
外
国
為
替
及
び
外
国
貿
易
法
等
の
特
別
法
中
に
は

軍
事
機
密
と
関
連
す
る
条
項
を
有
す
る
も
の
が
あ
る
。
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自
衛
隊
法
（
昭
和
二
九
年
法
律
第
一
六
五
号
）
五
九
条
一
項
は
「
隊
員
は
、
職
務
上
知
る
こ
と
の
で
き
た
秘
密
を
漏
ら
し
て
は
な
ら
な

い
。
そ
の
職
を
離
れ
た
後
も
、
同
様
と
す
る
」
と
定
め
、
こ
れ
に
違
反
し
て
秘
密
を
漏
ら
し
た
者
は
一
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
三
万
円
以

下
の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
る
（
同
法
一
一
八
条
一
項
一
号
）。
処
罰
対
象
は
、
自
衛
隊
員
の
み
で
あ
る
の
で
、
サ
イ
バ
ー
テ
ロ
と
し
て
の
諜
報

活
動
を
行
う
者
（
自
衛
隊
員
で
な
い
者
）
に
つ
い
て
は
、
直
接
に
同
法
五
九
条
一
項
の
違
反
に
該
当
す
る
こ
と
は
な
い
が
、
理
論
的
に
は
、

教
唆
犯
と
し
て
の
刑
事
責
任
を
負
う
こ
と
が
あ
り
得
る
。
本
来
、
諜
報
活
動
を
行
っ
て
い
る
者
が
犯
罪
学
上
で
は
（
教
唆
犯
で
は
な
く
）
主

犯
と
し
て
評
価
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
現
行
の
自
衛
隊
法
上
で
は
処
罰
対
象
が
自
衛
隊
員
の
み
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
よ

う
な
法
解
釈
と
な
る
。

ま
た
、
日
米
相
互
防
衛
援
助
協
定
等
に
伴
う
秘
密
保
護
法
（
昭
和
二
九
年
法
律
第
一
六
六
号
）
は
、
次
の
よ
う
に
定
め
て
い
る
。
こ
の

法
律
は
、
日
本
国
の
法
令
中
で
最
も
厳
格
に
軍
事
機
密
情
報
を
保
護
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る（22
）
　
。

第
一
条
（
定
義
）

１
　
こ
の
法
律
に
お
い
て
「
日
米
相
互
防
衛
援
助
協
定
等
」
と
は
、
日
本
国
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
の
間
の
相
互
防
衛
援
助
協
定
、
日

本
国
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
の
間
の
船
舶
貸
借
協
定
及
び
日
本
国
に
対
す
る
合
衆
国
艦
艇
の
貸
与
に
関
す
る
協
定
を
い
う
。

２
　
こ
の
法
律
に
お
い
て
「
装
備
品
等
」
と
は
、
船
舶
、
航
空
機
、
武
器
、
弾
薬
そ
の
他
の
装
備
品
及
び
資
材
を
い
う
。

３
　
こ
の
法
律
に
お
い
て
「
特
別
防
衛
秘
密
」
と
は
、
左
に
掲
げ
る
事
項
及
び
こ
れ
ら
の
事
項
に
係
る
文
書
、
図
画
又
は
物
件
で
、
公

に
な
っ
て
い
な
い
も
の
を
い
う
。

一
　
日
米
相
互
防
衛
援
助
協
定
等
に
基
き
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
政
府
か
ら
供
与
さ
れ
た
装
備
品
等
に
つ
い
て
左
に
掲
げ
る
事
項

イ
　
構
造
又
は
性
能
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ロ
　
製
作
、
保
管
又
は
修
理
に
関
す
る
技
術

ハ
　
使
用
の
方
法

ニ
　
品
目
及
び
数
量

二
　
日
米
相
互
防
衛
援
助
協
定
等
に
基
き
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
政
府
か
ら
供
与
さ
れ
た
情
報
で
、
装
備
品
等
に
関
す
る
前
号
イ
か
ら

ハ
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
に
関
す
る
も
の

第
二
条
（
特
別
防
衛
秘
密
保
護
上
の
措
置
）

特
別
防
衛
秘
密
を
取
り
扱
う
国
の
行
政
機
関
の
長
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
特
別
防
衛
秘
密
に
つ
い
て
、
標
記
を
附
し
、

関
係
者
に
通
知
す
る
等
特
別
防
衛
秘
密
の
保
護
上
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

第
三
条
（
罰
則
）

１
　
左
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
者
は
、
一
〇
年
以
下
の
懲
役
に
処
す
る
。

一
　
わ
が
国
の
安
全
を
害
す
べ
き
用
途
に
供
す
る
目
的
を
も
つ
て
、
又
は
不
当
な
方
法
で
、
特
別
防
衛
秘
密
を
探
知
し
、
又
は
収
集

し
た
者

二
　
わ
が
国
の
安
全
を
害
す
る
目
的
を
も
つ
て
、
特
別
防
衛
秘
密
を
他
人
に
漏
ら
し
た
者

三
　
特
別
防
衛
秘
密
を
取
り
扱
う
こ
と
を
業
務
と
す
る
者
で
、
そ
の
業
務
に
よ
り
知
得
し
、
又
は
領
有
し
た
特
別
防
衛
秘
密
を
他
人

に
漏
ら
し
た
も
の

２
　
前
項
第
二
号
又
は
第
三
号
に
該
当
す
る
者
を
除
き
、
特
別
防
衛
秘
密
を
他
人
に
漏
ら
し
た
者
は
、
五
年
以
下
の
懲
役
に
処
す
る
。

３
　
前
二
項
の
未
遂
罪
は
、
罰
す
る
。

第
四
条
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１
　
特
別
防
衛
秘
密
を
取
り
扱
う
こ
と
を
業
務
と
す
る
者
で
、
そ
の
業
務
に
よ
り
知
得
し
、
又
は
領
有
し
た
特
別
防
衛
秘
密
を
過
失
に

よ
り
他
人
に
漏
ら
し
た
も
の
は
、
二
年
以
下
の
禁
こ
又
は
五
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

２
　
前
項
に
掲
げ
る
者
を
除
き
、
業
務
に
よ
り
知
得
し
、
又
は
領
有
し
た
特
別
防
衛
秘
密
を
過
失
に
よ
り
他
人
に
漏
ら
し
た
者
は
、
一

年
以
下
の
禁
こ
又
は
三
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

第
五
条

１
　
第
三
条
第
一
項
の
罪
の
陰
謀
を
し
た
者
は
、
五
年
以
下
の
懲
役
に
処
す
る
。

２
　
第
三
条
第
二
項
の
罪
の
陰
謀
を
し
た
者
は
、
三
年
以
下
の
懲
役
に
処
す
る
。

３
　
第
三
条
第
一
項
の
罪
を
犯
す
こ
と
を
教
唆
し
、
又
は
せ
ん
動
し
た
者
は
、
第
一
項
と
同
様
と
し
、
同
条
第
二
項
の
罪
を
犯
す
こ
と

を
教
唆
し
、
又
は
せ
ん
動
し
た
者
は
、
前
項
と
同
様
と
す
る
。

４
　
前
項
の
規
定
は
、
教
唆
さ
れ
た
者
が
教
唆
に
係
る
犯
罪
を
実
行
し
た
場
合
に
お
い
て
、
刑
法
（
明
治
四
〇
年
法
律
第
四
五
号
）
総

則
に
定
め
る
教
唆
の
規
定
の
適
用
を
排
除
す
る
も
の
で
は
な
い
。

加
え
て
、
外
国
為
替
及
び
外
国
貿
易
法
（
昭
和
二
四
年
法
律
第
二
二
八
号
）
は
、
特
定
技
術
に
関
す
る
情
報
及
び
特
定
技
術
で
あ
る
物

品
の
情
報
通
信
及
び
輸
出
等
に
つ
い
て
規
定
し
て
お
り
、
そ
の
罰
則
が
適
用
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
。
同
法
二
五
条
一
項
、
二
項
、
三
項
及

び
六
九
条
の
六
第
二
項
、
三
項
は
次
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。

第
二
五
条
　
役
務
取
引
等
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１
　
国
際
的
な
平
和
及
び
安
全
の
維
持
を
妨
げ
る
こ
と
と
な
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
特
定
の
種
類
の
貨
物
の
設

計
、
製
造
若
し
く
は
使
用
に
係
る
技
術
（
以
下
「
特
定
技
術
」
と
い
う
。）
を
特
定
の
外
国
（
以
下
「
特
定
国
」
と
い
う
。）
に
お
い
て
提

供
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
取
引
を
行
お
う
と
す
る
居
住
者
若
し
く
は
非
居
住
者
又
は
特
定
技
術
を
特
定
国
の
非
居
住
者
に
提
供
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
取
引
を
行
お
う
と
す
る
居
住
者
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
取
引
に
つ
い
て
、
経
済
産
業
大
臣
の

許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
経
済
産
業
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
の
確
実
な
実
施
を
図
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
特
定
技
術
を
特
定
国
以
外
の
外

国
に
お
い
て
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
取
引
を
行
お
う
と
す
る
居
住
者
若
し
く
は
非
居
住
者
又
は
特
定
技
術
を
特
定
国
以
外
の
外

国
の
非
居
住
者
に
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
取
引
を
行
お
う
と
す
る
居
住
者
に
対
し
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
取

引
に
つ
い
て
、
許
可
を
受
け
る
義
務
を
課
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３
　
経
済
産
業
大
臣
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
行
為
を
し
よ
う
と
す
る
者
に
対
し
、
政
令
で
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
行
為
に
つ
い
て
、
許
可
を
受
け
る
義
務
を
課
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
　
第
一
項
の
規
定
の
確
実
な
実
施
を
図
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き

同
項
の
取
引
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
行
為

イ
　
特
定
国
を
仕
向
地
と
す
る
特
定
技
術
を
内
容
と
す
る
情
報
が
記
載
さ
れ
、
又
は
記
録
さ
れ
た
文
書
、
図
画
又
は
記
録
媒
体
（
以

下
「
特
定
記
録
媒
体
等
」
と
い
う
。）
の
輸
出

ロ
　
特
定
国
に
お
い
て
受
信
さ
れ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
う
電
気
通
信
（
電
気
通
信
事
業
法
（
昭
和
五
九
年
法
律
第
八
六
号
）
第

二
条
第
一
号
に
規
定
す
る
電
気
通
信
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
に
よ
る
特
定
技
術
を
内
容
と
す
る
情
報
の
送
信
（
本
邦
内
に
あ
る
電

気
通
信
設
備
（
同
条
第
二
号
に
規
定
す
る
電
気
通
信
設
備
を
い
う
。）
か
ら
の
送
信
に
限
る
。
以
下
同
じ
。）

二
　
前
項
の
規
定
の
確
実
な
実
施
を
図
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き

同
項
の
取
引
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
行
為
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イ
　
特
定
国
以
外
の
外
国
を
仕
向
地
と
す
る
特
定
記
録
媒
体
等
の
輸
出

ロ
　
特
定
国
以
外
の
外
国
に
お
い
て
受
信
さ
れ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
う
電
気
通
信
に
よ
る
特
定
技
術
を
内
容
と
す
る
情
報
の

送
信

第
六
九
条
の
六
　
罰
則

２
　
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
一
〇
年
以
下
の
懲
役
若
し
く
は
一
〇
〇
〇
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
し
、
又
は
こ
れ
を

併
科
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
違
反
行
為
の
目
的
物
の
価
格
の
五
倍
が
一
〇
〇
〇
万
円
を
超
え
る
と
き
は
、
罰
金
は
、
当
該
価
格
の
五
倍

以
下
と
す
る
。

一
　
特
定
技
術
で
あ
っ
て
、
核
兵
器
、
軍
用
の
化
学
製
剤
若
し
く
は
細
菌
製
剤
若
し
く
は
こ
れ
ら
の
散
布
の
た
め
の
装
置
若
し
く
は

こ
れ
ら
を
運
搬
す
る
こ
と
が
で
き
る
ロ
ケ
ッ
ト
若
し
く
は
無
人
航
空
機
の
う
ち
政
令
で
定
め
る
も
の
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
核

兵
器
等
」
と
い
う
。）
の
設
計
、
製
造
若
し
く
は
使
用
に
係
る
技
術
又
は
核
兵
器
等
の
開
発
、
製
造
、
使
用
若
し
く
は
貯
蔵
（
次
号
に

お
い
て
「
開
発
等
」
と
い
う
。）
の
た
め
に
用
い
ら
れ
る
お
そ
れ
が
特
に
大
き
い
と
認
め
ら
れ
る
貨
物
の
設
計
、
製
造
若
し
く
は
使
用

に
係
る
技
術
と
し
て
政
令
で
定
め
る
技
術
に
つ
い
て
、
第
二
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
な
い
で
同
項
の
規
定
に
基
づ

く
命
令
の
規
定
で
定
め
る
取
引
を
し
た
者

二
　
第
四
八
条
第
一
項
の
特
定
の
種
類
の
貨
物
で
あ
っ
て
、
核
兵
器
等
又
は
そ
の
開
発
等
の
た
め
に
用
い
ら
れ
る
お
そ
れ
が
特
に
大

き
い
と
認
め
ら
れ
る
貨
物
と
し
て
政
令
で
定
め
る
貨
物
に
つ
い
て
、
第
二
五
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
な
い
で
同
項
の

規
定
に
基
づ
く
命
令
の
規
定
で
定
め
る
取
引
を
し
た
者
又
は
第
四
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
な
い
で
同
項
の
規
定
に

基
づ
く
命
令
の
規
定
で
定
め
る
輸
出
を
し
た
者
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３
　
第
一
項
第
二
号
及
び
前
項
第
二
号
（
貨
物
の
輸
出
に
係
る
部
分
に
限
る
。）
の
未
遂
罪
は
、
罰
す
る
。

π
　
ス
イ
ス
法

政
府
情
報
及
び
軍
事
情
報
を
含
め
国
家
機
密
情
報
に
対
す
る
侵
害
行
為
に
つ
い
て
、
ス
イ
ス
刑
法
は
次
の
よ
う
に
定
め
て
い
る
。

第
二
七
二
条
　
政
治
的
な
機
密
情
報

１
．
外
国
、
外
国
の
政
党
も
し
く
は
組
織
の
利
益
の
た
め
に
、
ス
イ
ス
、
そ
の
国
民
、
住
民
も
し
く
は
組
織
に
と
っ
て
不
利
益
と
な
る

よ
う
に
、
政
治
的
な
機
密
情
報
を
収
集
し
た
者
、
そ
の
役
務
を
提
供
し
た
者
ま
た
は
そ
の
役
務
を
提
供
す
る
た
め
に
他
の
者
の
組
織
を

扇
動
も
し
く
は
教
唆
し
た
者
は
、
三
年
以
下
の
拘
禁
刑
ま
た
は
罰
金
刑
に
処
す
。

２
．
重
大
な
場
合
に
は
、
刑
罰
は
一
年
以
上
の
拘
禁
刑
と
す
る
。
重
大
な
場
合
と
は
、
と
り
わ
け
、
行
為
者
が
、
連
邦
の
国
内
的
な
安

全
も
し
く
は
対
外
的
な
安
全
を
損
な
う
よ
う
な
行
為
を
教
唆
す
る
場
合
ま
た
は
そ
の
よ
う
な
虚
偽
の
文
書
を
作
成
す
る
場
合
で
あ
る
。

﹇
原
文
﹈

A
rt.
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b
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2
.
In
sch
w
eren

F
ällen

ist
d
ie
S
trafe

F
reih
eitsstrafe

n
ich
t
u
n
ter
ein
em
J
ah
r.
A
ls
sch
w
erer

F
all
g
ilt
es
in
sb
eson
d
ere,

w
en
n
d
er
T
äter

zu
H
an
d
lu
n
gen
au
freizt

o
d
er
falsch

e
B
erich

te
erstattet,

d
ie
geeign

et
sin
d
,
d
ie
in
n
ere
o
d
er
äu
ssere

S
ich
erh
eit
d
er
E
id
gen
ossen

sch
aft
zu
g
efä
h
rd
en
.

第
二
七
四
条
　
軍
事
上
の
機
密
情
報

１
．
外
国
の
た
め
に
、
ス
イ
ス
に
と
っ
て
不
利
益
と
な
る
よ
う
に
、
軍
の
機
密
情
報
を
収
集
し
た
者
、
そ
の
役
務
を
提
供
し
た
者
ま
た

は
そ
の
役
務
を
提
供
す
る
た
め
に
他
の
者
の
組
織
を
扇
動
も
し
く
は
教
唆
し
た
者
は
、
三
年
以
下
の
拘
禁
刑
ま
た
は
罰
金
刑
に
処
す
。

重
大
な
場
合
に
は
、
刑
罰
は
一
年
以
上
の
拘
禁
刑
と
す
る
。

２
．
通
信
文
及
び
そ
の
用
具
は
没
収
す
る
。

﹇
原
文
﹈

A
rt.
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er
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N
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b
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t
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d
er
ein
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ein
rich
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fü
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e
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n
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irb
t
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n
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V
orsch

u
b
leistet,

w
ird
m
it
F
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fe
b
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zu
d
rei
J
ah
ren
o
d
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G
eld
strafe

b
estraft.

In
sch
w
eren

F
ä
llen
ka
n
n
a
u
f
F
reih
eitsstra

fe
n
ich
t
u
n
ter
ein
em
J
a
h
r
erka
n
n
t
w
erd
en
.

2
.
D
ie
K
o
rresp

o
n
d
en
z
u
n
d
d
a
s
M
a
teria

l
w
erd
en
ein
g
ezo
g
en
.

こ
れ
ら
の
条
項
に
定
め
る
機
密
情
報
の
収
集
の
方
法
に
は
限
定
が
な
い
の
で
、
電
子
的
な
方
法
に
よ
る
機
密
情
報
の
収
集
の
場
合
も
含
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ま
れ
る
と
解
さ
れ
る
。
ま
た
、
電
子
的
な
通
信
文
は
同
法
二
七
四
条
二
項
の
没
収
の
対
象
と
な
る
も
の
と
解
さ
れ
る
。

３
　
経
済
機
密
情
報
に
対
す
る
諜
報
活
動

∏
　
日
本
法

経
済
的
な
機
密
情
報
が
特
許
法
に
規
定
す
る
特
許
権
や
不
正
競
争
防
止
法
に
定
め
る
営
業
秘
密
に
該
当
す
る
場
合
、
そ
れ
ら
に
属
す
る

情
報
を
違
法
に
収
集
す
る
行
為
が
特
許
法
違
反
行
為
ま
た
は
不
正
競
争
防
止
法
違
反
行
為
と
し
て
処
罰
対
象
と
な
り
得
る
こ
と
は
言
う
ま

で
も
な
い（23
）
　
。

こ
の
よ
う
な
行
為
が
外
国
に
対
す
る
協
力
者
等
に
よ
っ
て
日
本
国
内
で
実
行
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
犯
罪
学
上
で
は
主
犯
と
な
る
べ

き
外
国
等
は
単
に
教
唆
犯
と
し
て
の
立
場
に
た
ち
、
実
際
に
実
行
行
為
を
行
っ
た
者
の
み
が
こ
れ
ら
の
法
令
の
違
反
行
為
者
と
し
て
処
罰

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
解
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
既
述
の
軍
事
上
の
機
密
情
報
に
対
す
る
諜
報
活
動
に
協
力
し
た
自
衛
官
と
外
国
等
と

の
関
係
に
類
似
し
て
い
る
。

ま
た
、
特
許
法
上
の
特
許
権
に
も
不
正
競
争
防
止
法
上
の
営
業
秘
密
に
も
属
し
な
い
情
報
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
機
密
性
を
有
す
る
産
業

情
報
が
著
作
物
と
し
て
著
作
権
法
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
る
場
合
、
少
な
く
と
も
理
論
上
で
は
、
著
作
権
法
違
反
の
罪
（
複
製
権
侵
害
等
の

罪
）
が
成
立
し
得
る
と
解
さ
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
経
済
的
な
機
密
情
報
は
、
基
本
的
に
、
私
人
の
財
産
権
の
一
部
で
あ
る
知
的
財
産
権
の
一
種
と
し
て
法
的
に
保
護
さ

れ
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
個
別
の
法
令
違
反
と
な
る
か
否
か
が
明
確
で
は
な
い
機
密
情
報
の
収
集
行
為
を
外
国
等
が
実
行
し
た
場
合
、
そ
の
よ
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う
な
行
為
を
一
般
的
に
処
罰
す
る
た
め
の
法
令
は
存
在
し
な
い
。
近
時
の
法
改
正
に
よ
り
罰
則
が
強
化
さ
れ
た
不
正
競
争
防
止
法
の
罰
則

に
お
い
て
も
、
同
様
で
あ
る（24
）
　
。

π
　
ス
イ
ス
法

経
済
的
機
密
情
報
に
対
す
る
侵
害
行
為
に
つ
い
て
、
ス
イ
ス
刑
法
は
、
刑
法
一
六
二
条
に
お
い
て
日
本
国
と
同
様
に
私
人
の
知
的
財
産

権
の
一
種
と
し
て
の
刑
法
的
保
護
を
与
え
て
い
る
一
方
で
、
他
方
で
は
、
刑
法
二
七
三
条
に
お
い
て
国
防
ま
た
は
国
家
産
業
全
体
の
保
護

と
い
う
観
点
か
ら
経
済
的
機
密
情
報
に
対
す
る
侵
害
行
為
を
処
罰
す
る
も
の
と
し
て
い
る
。

第
二
七
三
条
　
産
業
上
の
機
密
情
報

外
国
の
官
庁
、
外
国
の
組
織
も
し
く
は
私
企
業
ま
た
は
そ
れ
ら
の
代
理
人
の
た
め
に
、
生
産
上
の
機
密
も
し
く
は
営
業
秘
密
を
取
得

し
た
者
、
ま
た
は
、
外
国
の
官
庁
、
外
国
の
組
織
も
し
く
は
私
企
業
ま
た
は
そ
れ
ら
の
代
理
人
の
た
め
に
、
生
産
上
の
機
密
も
し
く
は

営
業
秘
密
を
利
用
可
能
に
し
た
者
は
、
三
年
以
下
の
拘
禁
刑
ま
た
は
罰
金
刑
に
処
し
、
重
大
な
場
合
に
は
、
刑
罰
は
一
年
以
上
の
拘
禁

刑
と
す
る
。
拘
禁
刑
に
罰
金
刑
を
併
科
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

﹇
原
文
﹈

A
rt.
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w
ird
m
it
F
reih
eitsstrafe

b
is
zu
d
rei
J
ah
ren
o
d
er
G
eld
strafe,

in
sch
w
eren

F
ällen

m
it
F
reih
eitsstrafe

n
ich
t
u
n
ter
ein
em

J
a
h
r
b
estra

ft.
M
it
d
er
F
reih
eitsstrafe

kan
n
G
eld
strafe

v
erb
u
n
d
en
w
erd
en
.

ス
イ
ス
刑
法
一
六
二
条
は
、
同
法
二
七
三
条
と
は
別
に
、
生
産
上
の
機
密
も
し
く
は
営
業
秘
密
に
対
す
る
侵
害
の
罪
を
定
め
て
い
る（25
）
　
。

同
法
一
六
二
条
の
法
定
刑
は
三
年
以
下
の
拘
禁
刑
ま
た
は
罰
金
刑
と
規
定
さ
れ
て
お
り
、
両
者
で
同
一
の
法
定
刑
と
な
っ
て
い
る
。
た

だ
し
、
同
法
一
六
二
条
で
は
拘
禁
刑
と
罰
金
刑
と
の
併
科
条
項
が
な
く
、
重
大
な
場
合
の
加
重
条
項
も
な
い
。
加
え
て
、
同
法
一
六
二
条

の
行
為
主
体
は
、
法
令
ま
た
は
契
約
に
よ
り
生
産
上
の
機
密
も
し
く
は
営
業
秘
密
を
守
る
べ
き
義
務
を
負
っ
て
い
る
者
の
み
に
適
用
さ
れ

る
（
身
分
犯
）。
こ
れ
に
対
し
、
同
法
二
七
三
条
は
、
そ
の
よ
う
な
義
務
の
な
い
者
で
あ
っ
て
も
外
国
等
の
利
益
の
た
め
に
す
る
目
的
を
有

す
る
者
に
対
し
て
は
適
用
さ
れ
る
（
目
的
犯
）。
両
者
の
条
項
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
点
が
異
な
っ
て
い
る
。

第
一
六
二
条
　
生
産
上
の
機
密
も
し
く
は
営
業
秘
密
の
侵
害

法
令
ま
た
は
契
約
に
基
づ
き
生
産
上
の
機
密
も
し
く
は
営
業
秘
密
を
開
示
し
な
い
義
務
を
負
っ
て
い
る
者
が
、
自
己
ま
た
は
第
三
者

の
利
益
の
た
め
に
、
そ
の
義
務
に
背
く
行
為
を
実
行
し
た
と
き
は
、
三
年
以
下
の
拘
禁
刑
ま
た
は
罰
金
刑
に
処
す
。

﹇
原
文
﹈
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w
ird
,
a
u
f
A
n
tra
g
,
m
it
F
reih
eitsstrafe

b
is
zu
d
rei
J
ah
ren
o
d
er
G
eld
strafe

b
estraft.

∫
　
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
法

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
連
邦
刑
法
（
合
衆
国
連
邦
法
律
集
一
八
款
九
〇
章
）
に
は
、
ス
イ
ス
刑
法
や
日
本
国
の
不
正
競
争
防
止
法
等
と
同

様
の
内
容
の
経
済
的
機
密
情
報
の
保
護
の
た
め
の
条
項
が
存
在
す
る
。
た
だ
し
、
そ
の
法
定
刑
は
非
常
に
厳
し
い
も
の
で
あ
り
、
世
界
的

に
も
最
も
強
い
厳
罰
主
義
を
採
用
し
た
立
法
例
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
処
罰
条
項
は
、
サ
イ
バ
ー
テ
ロ

と
し
て
の
産
業
上
の
機
密
情
報
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
す
る
外
国
等
に
よ
る
諜
報
活
動
に
対
し
て
も
適
用
さ
れ
る
。

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
連
邦
刑
法
で
は
、
一
八
三
一
条
に
お
い
て
と
り
わ
け
外
国
等
の
利
益
の
た
め
に
実
行
さ
れ
る
営
業
秘
密
（T

ra
d
e

secret

）
の
ス
パ
イ
行
為
（E

sp
io
n
a
g
e
）
に
対
す
る
処
罰
を
、
一
八
三
二
条
に
お
い
て
営
業
秘
密
の
侵
害
に
対
す
る
処
罰
一
般
に
つ
い
て

定
め
て
い
る
。
論
理
的
に
は
、
一
八
三
二
条
が
営
業
秘
密
の
侵
害
を
処
罰
す
る
場
合
の
基
本
条
項
で
あ
り
、
一
八
三
一
条
は
外
国
等
を
利

す
る
目
的
を
有
す
る
場
合
に
目
的
犯
と
し
て
加
重
処
罰
す
る
趣
旨
の
条
項
だ
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る（26
）
　
。

第
一
八
三
一
条
　
産
業
ス
パ
イ

_
　
一
般
―
外
国
政
府
、
外
国
の
政
府
代
行
機
関
、
外
国
の
政
府
機
関
を
利
す
る
侵
害
行
為
と
な
る
こ
と
を
意
図
し
も
し
く
は
認
識
し

な
が
ら
、
認
識
し
て（27
）
　
、
次
の
い
ず
れ
か
の
行
為
を
実
行
し
た
者
は
、
`
項
の
場
合
を
除
き
、
五
〇
万
ド
ル
以
下
の
罰
金
刑
も
し
く
は
一

五
年
以
下
の
拘
禁
刑
に
処
し
、
ま
た
は
こ
れ
ら
を
併
科
す
る
。

∏
　
営
業
秘
密（28
）
　
を
盗
み
、
無
権
限
で
着
服
し
、
奪
い
、
持
ち
去
り
、
も
し
く
は
、
詐
欺
、
詐
術
も
し
く
は
欺
瞞
行
為
に
よ
り
入
手
す

る
こ
と;
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π
　
営
業
秘
密
を
、
無
権
限
で
複
写
し
、
複
製
し
、
素
描
し
、
描
画
し
、
撮
影
し
、
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
し
、
改
変
し
、

破
壊
し
、
写
真
複
製
し
、
複
製
物
を
製
造
し
、
移
転
し
、
配
布
し
、
送
信
し
、
電
子
メ
ー
ル
し
、
通
信
し
も
し
く
は
輸
送
す
る
こ
と;

∫
　
そ
れ
が
無
権
限
で
盗
ま
れ
、
着
服
さ
れ
、
入
手
さ
れ
も
し
く
は
変
換
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て
、
営
業
秘
密
を
受

領
し
、
購
入
し
も
し
く
は
所
持
す
る
こ
と;

ª
　
∏
な
い
し
∫
に
規
定
す
る
行
為
中
の
い
ず
れ
か
を
実
行
し
よ
う
と
試
み
る
こ
と;

ま
た
は
、

º
　
一
名
以
上
の
他
の
者
と
∏
な
い
し
∫
に
規
定
す
る
行
為
中
の
い
ず
れ
か
の
実
行
を
共
同
謀
議
し
、
か
つ
、
そ
の
よ
う
な
一
名
以

上
の
共
同
謀
議
者
が
当
該
共
同
謀
議
の
目
的
を
実
現
す
る
何
ら
か
の
行
為
を
実
行
す
る
場
合
。

`
　
組
織（29
）
　
―
_
項
に
規
定
す
る
違
反
行
為
を
実
行
す
る
組
織
は
、
一
〇
〇
〇
万
ド
ル
以
下
の
罰
金
刑
に
処
す
る
。

﹇
原
文
﹈

S
ec.

1831.
E
con

om
ic

esp
ion

age

(a
)
In
G
en
era
l.–
W
h
o
ev
er,
in
ten
d
in
g
o
r
k
n
ow
in
g
th
a
t
th
e
o
ff
en
se
w
ill
b
en
efi
t
a
n
y
fo
reig
n
g
ov
ern
m
en
t,
fo
reig
n

in
stru
m
en
ta
lity,
o
r
fo
reig
n
a
g
en
t,
k
n
ow
in
g
ly
–

(1
)
stea
ls,
o
r
w
ith
o
u
t
a
u
th
o
riza
tio
n
a
p
p
ro
p
ria
tes,
ta
k
es,
ca
rries

aw
ay,
o
r
co
n
cea
ls,
o
r
b
y
fra
u
d
,
a
rtifi
ce,
o
r
d
ecep
tio
n

o
b
ta
in
s
a
tra
d
e
secret;

(2
)
w
ith
o
u
t
a
u
th
o
riza
tio
n
co
p
ies,
d
u
p
licates,

sk
etch
es,
d
raw
s,
p
h
otograp

h
s,
d
ow
n
load
s,
u
p
load
s,
alters,

d
estroy

s,

p
h
oto
cop
ies,
rep
licates,

tran
sm
its,
d
eliv
ers,
sen
d
s,
m
ails,

com
m
u
n
icates,

o
r
con
v
ey
s
a
trad
e
secret;

(3
)
receiv

es,
b
u
y
s,
o
r
p
o
ssesses

a
trad
e
secret,

k
n
ow
in
g
th
e
sam
e
to
h
av
e
b
een
stolen

or
ap
p
rop
riated

,
o
b
tain
ed
,
or

co
n
v
erted

w
ith
o
u
t
a
u
th
o
riza
tio
n
;
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(4
)
a
ttem

p
ts
to
co
m
m
it
a
n
y
o
ff
en
se
d
escrib

ed
in
a
n
y
o
f
p
a
ra
g
ra
p
h
s
(1
)
th
ro
u
g
h
(3
);
o
r

(5
)
co
n
sp
ires
w
ith
o
n
e
o
r
m
o
re
o
th
er
p
erso
n
s
to
co
m
m
it
a
n
y
o
ff
en
se
d
escrib

ed
in
a
n
y
o
f
p
a
ra
g
ra
p
h
s
(1
)
th
ro
u
g
h
(3
),

a
n
d
o
n
e
o
r
m
o
re
o
f
su
ch
p
erso
n
s
d
o
a
n
y
a
ct
to
eff
ect
th
e
o
b
ject
o
f
th
e
co
n
sp
ira
cy,

sh
a
ll,
ex
cep
t
a
s
p
rov
id
ed
in
su
b
sectio

n
(b
),
b
e
fi
n
ed
n
o
t
m
o
re
th
a
n
$
5
0
0
,0
0
0
o
r
im
p
riso
n
ed
n
o
t
m
o
re
th
a
n
1
5
y
ea
rs,

o
r
b
o
th
.

(b
)
O
rg
a
n
iza
tio
n
s.–
A
n
y
o
rg
a
n
iza
tio
n
th
a
t
co
m
m
its
a
n
y
o
ff
en
se
d
escrib

ed
in
su
b
sectio

n
(a
)
sh
a
ll
b
e
fi
n
ed
n
o
t
m
o
re

th
a
n
$
1
0
,0
0
0
,0
0
0
.

第
一
三
八
二
条
　
営
業
秘
密
の
盗
取

_
　
州
際
取
引
も
し
く
は
国
際
取
引
の
た
め
に
製
造
さ
れ
ま
た
は
こ
れ
ら
の
取
引
に
お
い
て
製
造
さ
れ
た
製
品
と
関
連
す
る
営
業
秘
密

ま
た
は
そ
の
よ
う
な
製
品
に
含
ま
れ
る
営
業
秘
密
を
移
転
す
る
意
図
で（30
）
　
、
当
該
営
業
秘
密
の
保
有
者
以
外
の
者
の
経
済
的
利
益
の
た
め

に
、
か
つ
、
当
該
違
反
行
為
が
当
該
営
業
秘
密
の
保
有
者
を
害
す
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
意
図
し
も
し
く
は
認
識
し
な
が
ら
、
認
識
し
て（31
）
　
、

次
の
い
ず
れ
か
の
行
為
を
実
行
し
た
者
は
、
`
項
の
場
合
を
除
き
、
本
款
に
規
定
す
る
罰
金
刑
も
し
く
は
一
〇
年
以
下
の
拘
禁
刑
に
処

し
、
ま
た
は
こ
れ
ら
を
併
科
す
る
。

∏
　
そ
の
よ
う
な
情
報
を
盗
み
、
無
権
限
で
着
服
し
、
奪
い
、
持
ち
去
り
、
も
し
く
は
、
詐
欺
、
詐
術
も
し
く
は
欺
瞞
行
為
に
よ
り

入
手
す
る
こ
と;

π
　
そ
の
よ
う
な
情
報
を
、
無
権
限
で
複
写
し
、
複
製
し
、
素
描
し
、
描
画
し
、
撮
影
し
、
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
し
、

改
変
し
、
破
壊
し
、
写
真
複
製
し
、
複
製
物
を
製
造
し
、
移
転
し
、
配
布
し
、
送
信
し
、
電
子
メ
ー
ル
し
、
通
信
し
も
し
く
は
輸
送
す
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る
こ
と;

∫
　
そ
れ
が
無
権
限
で
盗
ま
れ
、
着
服
さ
れ
、
入
手
さ
れ
も
し
く
は
移
転（32
）
　
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て
、
そ
の
よ
う
な
情

報
を
受
領
し
、
購
入
し
も
し
く
は
所
持
す
る
こ
と;

ª
　
∏
な
い
し
∫
に
規
定
す
る
行
為
中
の
い
ず
れ
か
を
実
行
し
よ
う
と
試
み
る
こ
と;

ま
た
は
、

º
　
一
名
以
上
の
他
の
者
と
∏
な
い
し
∫
に
規
定
す
る
行
為
中
の
い
ず
れ
か
の
実
行
を
共
同
謀
議
し
、
か
つ
、
そ
の
よ
う
な
一
名
以

上
の
共
同
謀
議
者
が
当
該
共
同
謀
議
の
目
的
を
実
現
す
る
何
ら
か
の
行
為
を
実
行
す
る
場
合
。

`
　
組
織
―
_
項
に
規
定
す
る
違
反
行
為
を
実
行
す
る
組
織
は
、
五
〇
〇
万
ド
ル
以
下
の
罰
金
刑
に
処
す
る
。

﹇
原
文
﹈

S
ec.

1832.
T

h
eft

of
trad

e
secrets

(a
)
W
h
o
ev
er,
w
ith
in
ten
t
to
co
n
v
ert
a
tra
d
e
secret,

th
a
t
is
rela
ted
to
o
r
in
clu
d
ed
in
a
p
ro
d
u
ct
th
a
t
is
p
ro
d
u
ced
fo
r

o
r
p
la
ced
in
in
tersta

te
o
r
fo
reig
n
co
m
m
erce,

to
th
e
eco
n
o
m
ic
b
en
efi
t
o
f
a
n
y
o
n
e
o
th
er
th
a
n
th
e
ow
n
er
th
ereo
f,
a
n
d

in
ten
d
in
g
o
r
k
n
ow
in
g
th
a
t
th
e
o
ff
en
se
w
ill,
in
ju
re
a
n
y
ow
n
er
o
f
th
at
trad
e
secret,

k
n
ow
in
gly
–

(1
)
stea
ls,
o
r
w
ith
o
u
t
a
u
th
o
riza
tio
n
a
p
p
ro
p
ria
tes,
ta
k
es,
ca
rries

aw
ay,
o
r
co
n
cea
ls,
o
r
b
y
fra
u
d
,
a
rtifi
ce,
o
r
d
ecep
tio
n

o
b
ta
in
s
su
ch
in
fo
rm
a
tio
n
;

(2
)
w
ith
o
u
t
a
u
th
o
riza
tio
n
co
p
ies,
d
u
p
licates,

sk
etch
es,
d
raw
s,
p
h
otograp

h
s,
d
ow
n
load
s,
u
p
load
s,
alters,

d
estroy

s,

p
h
oto
cop
ies,
rep
licates,

tran
sm
its,
d
eliv
ers,
sen
d
s,
m
ails,

com
m
u
n
icates,

o
r
con
v
ey
s
su
ch
in
form

ation
;

(3
)
receiv

es,
b
u
y
s,
o
r
p
o
ssesses

su
ch
in
form

ation
,
k
n
ow
in
g
th
e
sam
e
to
h
av
e
b
een
stolen

or
ap
p
rop
riated

,
o
b
tain
ed
,
or

co
n
v
erted

w
ith
o
u
t
a
u
th
o
riza
tio
n
;
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(4
)
a
ttem

p
ts
to
co
m
m
it
a
n
y
o
ff
en
se
d
escrib

ed
in
p
a
ra
g
ra
p
h
s
(1
)
th
ro
u
g
h
(3
);
o
r

(5
)
co
n
sp
ires
w
ith
o
n
e
o
r
m
o
re
o
th
er
p
erso
n
s
to
co
m
m
it
a
n
y
o
ff
en
se
d
escrib

ed
in
p
a
ra
g
ra
p
h
s
(1
)
th
ro
u
g
h
(3
),
a
n
d
o
n
e

o
r
m
o
re
o
f
su
ch
p
erso
n
s
d
o
a
n
y
a
ct
to
eff
ect
th
e
o
b
ject
o
f
th
e
co
n
sp
ira
cy,

sh
a
ll,
ex
cep
t
a
s
p
rov
id
ed
in
su
b
sectio

n
(b
),
b
e
fi
n
ed
u
n
d
er
th
is
title

o
r
im
p
riso
n
ed
n
o
t
m
o
re
th
a
n
1
0
y
ea
rs,
o
r
b
o
th
.

(b
)
A
n
y
o
rg
a
n
iza
tio
n
th
a
t
co
m
m
its
a
n
y
o
ff
en
se
d
escrib

ed
in
su
b
sectio

n
(a
)
sh
a
ll
b
e
fi
n
ed
n
o
t
m
o
re
th
a
n
$
5
,0
0
0
,0
0
0
.

４
　
知
的
財
産
権
に
属
し
な
い
経
済
的
機
密
情
報

特
許
権
や
営
業
秘
密
な
ど
の
知
的
財
産
権
の
一
部
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
が
可
能
な
情
報
財
の
侵
害
を
構
成
す
る
と
は
認
め
ら
れ
な
い

情
報
財
で
あ
っ
て
機
密
性
を
有
す
る
情
報
財
に
つ
い
て
も
経
済
的
機
密
情
報
の
保
護
に
関
す
る
各
国
の
刑
罰
法
令
が
適
用
可
能
で
あ
る
か

ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
。

そ
の
よ
う
な
知
的
財
産
権
と
し
て
の
法
的
保
護
を
受
け
な
い
情
報
財
で
あ
っ
て
機
密
性
を
有
す
る
も
の
に
含
ま
れ
る
も
の
と
し
て
、
今

後
、
社
会
的
・
経
済
的
重
要
性
を
増
す
と
予
想
さ
れ
る
も
の
の
中
に
は
、
例
え
ば
、
三
次
元
プ
リ
ン
タ
（3

D
P
rin
ter

）
で
製
造
さ
れ
る
機

器
類
の
設
計
図
に
相
当
す
る
印
刷
デ
ー
タ
等
も
含
ま
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
印
刷
デ
ー
タ
は
、
現
在
で
は
設
計
図
面
と
同
じ
よ
う
な
も
の
だ

と
理
解
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
通
常
の
設
計
図
の
場
合
、
職
人
等
に
よ
る
加
工
を
経
て
製
品
が
形
成
・
製
造
さ
れ
る
の
に
対
し
、
三
次

元
プ
リ
ン
タ
に
よ
っ
て
世
界
中
の
ど
の
よ
う
な
場
所
に
お
い
て
も
即
時
に
完
全
な
製
品
を
全
く
人
の
手
を
経
な
い
で
自
動
的
に
製
造
可
能

で
あ
る
と
い
う
点
が
根
本
的
に
異
な
っ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
三
次
元
プ
リ
ン
タ
用
の
印
刷
デ
ー
タ
さ
え
あ
れ
ば
、
完
成
さ
れ
た
製
品
を
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観
察
・
解
析
し
て
リ
バ
ー
ス
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
す
る
こ
と
を
要
せ
ず
、
ま
た
、
設
計
図
か
ら
現
実
の
製
品
等
を
製
造
す
る
た
め
の
特
殊

な
工
具
、
技
術
、
ノ
ウ
ハ
ウ
と
い
っ
た
も
の
を
必
要
と
し
な
い
。
換
言
す
る
と
、
三
次
元
プ
リ
ン
タ
を
用
い
た
製
品
等
の
製
造
に
お
い
て

は
、
設
計
図
に
相
当
す
る
印
刷
デ
ー
タ
か
ら
物
理
的
な
製
品
等
へ
と
製
造
・
加
工
す
る
際
に
生
ず
る
誤
差
等
と
い
っ
た
も
の
が
原
理
的
に

存
在
し
な
い
こ
と
に
な
る
。

そ
の
よ
う
な
三
次
元
プ
リ
ン
タ
の
利
用
が
急
速
に
発
展
し
て
お
り
、
非
常
に
微
細
な
精
密
機
械
か
ら
宇
宙
ロ
ケ
ッ
ト
の
エ
ン
ジ
ン
部
品（33
）
　

の
よ
う
な
非
常
に
大
き
な
も
の
ま
で
様
々
な
サ
イ
ズ
の
も
の
へ
の
三
次
元
プ
リ
ン
タ
の
応
用
が
始
ま
っ
て
い
る
。
三
次
元
プ
リ
ン
タ
は
、

Ｘ
線
や
超
音
波
な
ど
で
ス
キ
ャ
ン
し
て
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
に
基
づ
き
本
人
の
骨
格
を
精
密
に
複
製
し
て
製
造
さ
れ
た
人
工
骨
格
を
移
植
す

る
と
い
っ
た
医
学
・
医
療
分
野
で
の
利
用
、
各
種
機
器
類
の
部
品
の
製
造
の
た
め
の
利
用
、
玩
具
な
ど
の
娯
楽
用
品
の
製
造
の
た
め
の
利

用
の
ほ
か
、
銃
砲（34
）
　
そ
の
他
の
兵
器
の
部
品
製
造
等
の
よ
う
な
軍
事
用
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る（35
）
　
。

し
か
し
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
罪
刑
法
定
主
義
の
観
点
か
ら
、
消
極
に
解
す
る
の
が
妥
当
と
思
わ
れ
る
。

諸
外
国
の
関
連
立
法
例
の
解
釈
と
し
て
も
、
全
て
の
種
類
の
経
済
的
機
密
情
報
を
く
ま
な
く
情
報
財
と
し
て
対
外
的
に
保
護
す
る
の
で

は
な
く
、
知
的
財
産
権
と
し
て
重
要
な
も
の
に
つ
い
て
対
外
的
に
も
保
護
す
る
と
い
う
立
法
政
策
を
採
用
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

現
実
問
題
と
し
て
、
全
て
の
種
類
の
経
済
的
機
密
情
報
の
流
通
を
完
全
に
ブ
ロ
ッ
ク
し
た
場
合
、
逆
に
経
済
活
動
の
円
滑
な
運
営
を
損

な
う
結
果
と
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
ま
た
、
各
国
と
の
経
済
取
引
や
貿
易
に
も
支
障
が
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
ど
の
程
度

の
法
的
・
経
済
的
・
政
治
的
な
重
要
性
を
も
っ
た
経
済
的
情
報
を
情
報
財
と
し
て
刑
事
法
に
よ
っ
て
保
護
す
べ
き
か
に
つ
い
て
は
慎
重
な

配
慮
が
要
求
さ
れ
る
。

そ
し
て
、
保
護
対
象
と
な
る
べ
き
情
報
財
と
し
て
の
経
済
機
密
情
報
に
対
し
て
直
接
の
法
的
保
護
を
与
え
る
の
で
な
く
て
も
、
他
の
法

令
を
適
用
し
処
罰
す
る
こ
と
が
一
般
に
可
能
と
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
、
三
次
元
プ
リ
ン
タ
で
用
い
ら
れ
る
機
器
類
や
デ
ー
タ
に
対
す
る
無
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権
限
ア
ク
セ
ス
や
通
信
傍
受
と
い
っ
た
手
段
的
行
為
に
対
す
る
処
罰
を
検
討
す
る
ほ
う
が
合
理
的
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
無
権
限
で

入
手
さ
れ
る
機
密
デ
ー
タ
が
著
作
物
に
該
当
す
る
場
合
に
は
著
作
権
法
に
定
め
る
罰
則
の
適
用
も
考
慮
可
能
で
あ
る
。

た
だ
し
、
諸
外
国
の
立
法
例
は
と
も
か
く
と
し
て
、
日
本
国
に
お
い
て
は
、
デ
ー
タ
（
電
磁
的
記
録
）
に
対
す
る
無
権
限
ア
ク
セ
ス
の

保
護
法
制
が
極
め
て
貧
弱
だ
と
い
う
点
に
は
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今
後
の
重
要
な
検
討
課
題
の
一
つ
だ
と
言
え
よ
う
。

三
　
国
家
の
重
要
施
設
等
に
対
す
る
攻
撃

１
　
攻
撃
の
態
様

サ
イ
バ
ー
テ
ロ
と
し
て
の
攻
撃
の
態
様
は
、
直
接
的
な
物
理
攻
撃
と
電
気
通
信
回
線
等
を
介
し
た
間
接
的
な
物
理
攻
撃
の
概
ね
二
種
類

に
分
け
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

直
接
的
な
物
理
攻
撃
に
は
、
①
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ウ
イ
ル
ス
、
ロ
ジ
ッ
ク
ボ
ン
ブ
そ
の
他
の
マ
ル
ウ
ェ
ア
を
用
い
て
各
種
制
御
シ
ス
テ
ム

を
混
乱
さ
せ
た
り
破
壊
し
た
り
す
る
よ
う
な
タ
イ
プ
の
攻
撃
類
型
（
爆
破
型
）
と
、
②
電
磁
波
砲
、
ビ
ー
ム
砲
、
レ
ー
ザ
ー
光
線
砲
等
の

銃
砲
類
似
電
子
的
兵
器
を
用
い
て
対
象
施
設
を
破
壊
し
た
り
、
管
理
要
員
を
発
狂
・
混
乱
さ
せ
た
り
殺
傷
し
た
り
す
る
よ
う
な
タ
イ
プ
の

攻
撃
（
砲
撃
型
）
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

②
の
砲
撃
型
の
攻
撃
の
場
合
、
通
常
の
銃
砲
と
同
様
の
扱
い
に
よ
り
地
上
の
比
較
的
至
近
距
離
か
ら
発
射
さ
れ
る
も
の
と
、
宇
宙
空
間

を
周
遊
す
る
軍
事
攻
撃
用
人
工
衛
星
ま
た
は
軍
事
用
宇
宙
基
地
、
月
面
上
の
軍
事
基
地
等
か
ら
発
射
さ
れ
る
も
の
と
を
考
え
る
こ
と
が
で

き
る
（
い
わ
ゆ
る
ハ
ッ
キ
ン
グ
に
よ
り
軍
事
用
宇
宙
施
設
等
の
制
御
を
奪
い
、
軍
事
用
の
電
子
兵
器
を
無
権
限
で
作
動
さ
せ
る
よ
う
な
場
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合
を
含
む
。）。
た
だ
し
、
②
の
砲
撃
形
の
攻
撃
中
の
後
者
に
つ
い
て
は
、
宇
宙
法
及
び
空
法
の
分
野
に
関
連
す
る
事
項
を
含
む
も
の
で
あ

り
、
専
門
外
の
事
項
を
多
々
含
む
も
の
で
あ
る
の
で
、
本
論
文
で
は
詳
論
し
な
い
。

直
接
的
な
攻
撃
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
、
物
的
施
設
で
あ
る
こ
と
も
人
間
で
あ
る
こ
と
も
あ
る
。
最
も
単
純
な
例
と
し
て
は
、
電
磁
波
防
御

力
の
弱
い
心
臓
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
を
移
植
手
術
に
よ
り
体
内
に
埋
め
込
ん
で
い
る
者
に
対
し
て
強
力
な
電
磁
波
を
照
射
し
て
当
該
心
臓
ペ
ー

ス
メ
ー
カ
を
シ
ョ
ー
ト
さ
せ
機
能
停
止
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
に
は
、
電
磁
波
の
照
射
と
い
う
攻
撃
手
段
に
よ
る
殺
人
が
可
能
で
あ

る（36
）
　
。
こ
の
ほ
か
、
一
般
の
家
電
製
品
等
の
中
に
は
電
磁
波
攻
撃
に
対
す
る
防
御
が
脆
弱
で
あ
る
も
の
が
決
し
て
少
な
く
な
い（37
）
　
。
ま
た
、
強

力
な
レ
ー
ザ
ー
光
線
を
照
射
し
て
失
明
さ
せ
た
り
火
傷
を
負
わ
せ
た
り
す
る
こ
と
も
十
分
に
可
能
で
あ
る（38
）
　
。
そ
し
て
、
脳
機
能
を
障
害
・

操
作
す
る
機
能
を
有
す
る
武
器
が
用
い
ら
れ
た
場
合
、
死
亡
、
発
狂
、
脳
損
傷
、
疾
病
の
発
病
等
の
結
果
が
生
ず
る
こ
と
が
あ
り
得
る
。

そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
脳
機
能
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
す
る
高
度
な
電
磁
波
兵
器
の
中
に
は
（
少
な
く
と
も
理
論
的
に
は
）
人
間
の
思
考
を
ハ

イ
ジ
ャ
ッ
ク
し
遠
隔
操
作
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
他
人
を
自
分
の
道
具
と
し
て
マ
リ
オ
ネ
ッ
ト
の
よ
う
に
操
作
す
る
よ
う
な
攻
撃
を
想
定

す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
操
作
さ
れ
る
人
間
が
、
例
え
ば
、
原
子
力
発
電
所
の
管
理
要
員
で
あ
る
場
合
、
当
該
管
理
す

る
原
子
力
発
電
所
の
原
子
炉
を
暴
走
・
暴
発
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
こ
の
場
合
の
操
作
さ
れ
て
い
る
管
理
要
員
は
、
他
人
に
よ
っ

て
思
考
を
支
配
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
間
接
正
犯
の
道
具
に
該
当
す
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
そ
こ
ま
で
い
か
な
い

に
し
て
も
、
例
え
ば
、
電
子
的
な
視
聴
覚
機
能
補
助
装
置
を
装
着
し
て
い
る
者
に
対
し
、
特
定
の
電
磁
波
攻
撃
を
実
行
す
る
こ
と
に
よ
り
、

幻
覚
や
幻
聴
に
類
似
す
る
状
態
を
発
生
さ
せ
る
こ
と
は
、
現
時
点
で
も
既
に
完
全
に
可
能
で
あ
る（39
）
　
。
そ
し
て
、
近
未
来
的
に
は
、
電
子
工

学
の
応
用
に
加
え
生
体
の
遺
伝
子
工
学
等
を
応
用
し
た
他
人
の
思
考
の
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
キ
ン
グ
と
遠
隔
操
作
が
か
な
り
現
実
味
を
帯
び
た
出

来
事
と
し
て
発
生
し
得
る
と
考
え
ら
れ
る（40
）
　
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
攻
撃
が
現
実
に
実
行
さ
れ
る
こ
と
を
想
定
し
た
法
的
検
討
が
公
式
に
な
さ
れ
た
こ
と
は
な
い
も
の
と
思
わ
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れ
る
。

特
に
深
刻
な
の
は
「
グ
リ
ッ
ド
（G

R
ID

）」
と
呼
ば
れ
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
及
び
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
を
用
い
て
集
中
管

理
す
る
プ
ラ
ン
ト
（
工
場
）、
電
力
網（41
）
　
、
ガ
ス
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
な
ど
の
制
御
を
破
壊
し
た
り
混
乱
さ
せ
た
り
す
る
攻
撃
で
あ
る
。
し
か
も
、

当
該
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
の
管
理
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
経
由
し
て
リ
モ
ー
ト
で
な
さ
れ
る
場
合
に
は
、
当
該
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス

テ
ム
へ
の
侵
入
（
不
正
ア
ク
セ
ス
）
に
よ
り
そ
の
制
御
を
奪
う
こ
と
の
で
き
る
環
境
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
そ
の
よ

う
な
攻
撃
が
成
功
す
る
と
、
現
代
の
社
会
生
活
の
大
半
が
機
能
停
止
と
な
る
。

他
方
、
電
気
通
信
回
線
等
を
介
し
た
間
接
的
な
物
理
攻
撃
は
、
ほ
と
ん
ど
全
て
の
種
類
の
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
等
に
つ
い
て

考
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

今
後
、
通
常
の
電
気
通
信
回
線
の
み
な
ら
ず
送
電
線
や
水
道
管
等
を
通
信
経
路
と
す
る
情
報
通
信
が
拡
大
す
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
ら
を

介
し
た
攻
撃
が
実
行
さ
れ
る
こ
と
は
十
分
に
あ
り
得
る
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
、
携
帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
の
利
用
を
含
め
無
線
通

信
に
よ
る
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
場
合
に
は
更
に
深
刻
な
状
況
の
発
生
を
想
定
す
べ
き
で
あ
る
。

加
え
て
、
リ
モ
ー
ト
で
操
作
さ
れ
る
道
路
や
鉄
道
な
ど
の
信
号
機
を
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
し
遠
隔
操
作
す
れ
ば
、
大
量
殺
人
が
可
能
と
な
る
。

同
様
に
、
自
走
式
ま
た
は
遠
隔
操
縦
式
の
無
人
自
動
車
（
自
動
車
型
ド
ロ
ー
ン
）
を
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
す
れ
ば
、
ま
さ
に
文
字
通
り
走
る
凶

器
と
し
て
そ
れ
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
る（42
）
　
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
例
え
ば
、
国
際
的
な
テ
ロ
リ
ス
ト
が
爆
弾
を
仕
掛
け

た
自
動
車
型
ロ
ボ
ッ
ト
や
飛
行
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
を
遠
隔
操
縦
し
、
重
要
な
施
設
や
官
庁
ビ
ル
な
ど
に
突
入
・
爆
破
さ
せ
て
大
規
模
な
物
理

的
破
壊
テ
ロ
攻
撃
を
実
行
す
る
こ
と
が
可
能
だ
と
思
わ
れ
る
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
っ
て
制
御
さ
れ
る
高
機
能
ロ
ボ
ッ
ト
を
凶
器
と
し
て
用
い
る
場
合
、
一
般
論
と
し
て
は
、
ほ
と
ん
ど
全
て
の
種
類

の
犯
罪
を
実
行
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
ま
た
、
大
量
の
ロ
ボ
ッ
ト
を
ハ
ッ
ク
（
ク
ラ
ッ
ク
）
し
て
そ
の
制
御
を
奪
う
こ
と
に
成
功
す
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れ
ば
、（
少
な
く
と
も
理
論
的
に
は
）
ご
く
少
数
の
人
間
だ
け
で
武
力
ク
ー
デ
タ
ー
を
実
行
し
政
府
を
倒
す
こ
と
さ
え
全
く
不
可
能
な
こ
と

で
は
な
い
と
言
い
得
る（43
）
　
。
ロ
ボ
ッ
ト
（
ド
ロ
ー
ン
）
は
、
電
子
制
御
に
よ
っ
て
機
能
す
る
道
具
（
装
置
）
で
あ
る
の
で
、
ロ
ボ
ッ
ト
を
制

御
し
て
い
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
そ
れ
に
対
し
て
他
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
や
誰
か
か
ら
与
え
ら
れ
る
命
令
に
は
（
た

と
え
ど
の
よ
う
な
命
令
で
あ
っ
て
も
）
完
全
に
服
す
る（44
）
　
。
そ
れ
ゆ
え
、
軍
事
用
の
ロ
ボ
ッ
ト
の
場
合
、
敵
軍
に
制
御
を
奪
わ
れ
た
と
き
に

は
自
動
的
に
自
爆
し
て
し
ま
う
よ
う
な
仕
組
み
も
考
え
ら
れ
て
い
る（45
）
　
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
自
爆
機
能
は
、
同
時
に
、
当
該
ロ
ボ
ッ
ト

を
爆
弾
兵
器
と
し
て
悪
用
す
る
道
を
も
拓
く
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

２
　
電
子
的
手
段
に
よ
る
物
理
攻
撃

∏
　
日
本
法

直
接
的
な
攻
撃
類
型
の
う
ち
①
の
攻
撃
（
爆
破
型
）
に
用
い
ら
れ
る
マ
ル
ウ
ェ
ア
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
、
不
正
指
令
電
磁
的
記
録

に
関
す
る
罪
（
刑
法
一
六
八
条
の
二
）
を
適
用
し
て
処
罰
し
得
る
と
考
え
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
直
接
的
な
攻
撃
類
型
の
う
ち
②
の
攻
撃
（
砲
撃
型
）
に
用
い
ら
れ
る
電
子
的
兵
器
は
、
金
属
製
の
物
理
弾
丸
を
発
射
す

る
も
の
で
は
な
い
の
で（46
）
　
、「
金
属
性
弾
丸
を
発
射
す
る
機
能
を
有
す
る
装
薬
銃
砲
」
で
も
「
空
気
銃
」
で
も
な
い
た
め
、
現
行
の
銃
砲
刀
剣
類

所
持
等
取
締
法
（
昭
和
三
三
年
法
律
第
六
号
）
の
適
用
外
で
あ
る（47
）
　
。
銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
の
抜
本
改
正
が
急
務
で
あ
る
と
考
え
る
。

他
方
、
間
接
的
な
物
理
攻
撃
の
対
象
が
電
力（48
）
　
、
ガ
ス
、
水
道
、
道
路
、
鉄
道
、
水
路
そ
の
他
の
重
要
イ
ン
フ
ラ
と
い
っ
た
国
家
の
重
要

施
設
・
設
備
で
あ
る
場
合
、
刑
法
上
の
通
常
の
犯
罪
が
成
立
し
得
る
の
で
、
そ
れ
に
よ
っ
て
対
処
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
日
本
国
内

で
は
比
較
的
少
な
い
け
れ
ど
も
、
石
油
採
掘
プ
ラ
ン
ト
や
天
然
ガ
ス
採
掘
プ
ラ
ン
ト
な
ど
に
つ
い
て
も
同
様
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
る（49
）
　
。
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例
え
ば
、
不
正
ア
ク
セ
ス
行
為
や
不
正
指
令
電
磁
的
記
録
の
供
用
等
の
手
段
的
行
為
を
通
じ
て
各
種
電
子
制
御
シ
ス
テ
ム
を
ハ
イ
ジ
ャ
ッ

ク
し
た
り
、
混
乱
・
暴
走
さ
せ
た
り
、
破
壊
し
た
り
、
機
能
不
全
に
し
た
り
す
る
と
い
っ
た
類
の
サ
イ
バ
ー
テ
ロ
に
よ
っ
て
、
化
学
プ
ラ

ン
ト
等
で
火
災
を
発
生
さ
せ
た
り
、
家
庭
の
台
所
や
各
種
施
設
の
食
堂
等
で
炊
事
用
具
を
異
常
発
熱
さ
せ
て
発
火
さ
せ
た
よ
う
な
場
合
に

は
放
火
罪
（
刑
法
一
〇
八
条
以
下
）
が（50
）
　
、
軍
事
施
設（51
）
　
や
発
電
所
、
都
市
ガ
ス
貯
蔵
施
設
等
の
爆
発
物
を
爆
発
さ
せ
た
場
合
に
は
爆
発
物
破

裂
罪
（
同
法
一
一
七
条
）
が
、
有
害
な
ガ
ス
を
蓄
積
し
て
い
る
施
設
か
ら
ガ
ス
漏
れ
を
発
生
さ
せ
た
場
合
に
は
ガ
ス
漏
出
等
の
罪
（
同
法

一
一
八
条
）
が
、
水
害
の
機
会
に
水
防
施
設
を
機
能
不
全
に
し
た
場
合
に
は
水
防
妨
害
罪
（
同
法
一
二
一
条
）
が
、
電
子
制
御
に
よ
り
開

閉
す
る
堤
防
や
水
門
等（52
）
　
を
破
壊
し
た
場
合
に
は
水
利
妨
害
及
び
出
水
危
険
の
罪
（
同
法
一
二
三
条
）
が
、
電
子
制
御
さ
れ
て
い
る
陸
路（53
）
　
や

水
路
等
の
機
能
を
破
壊
・
損
壊
し
た
場
合
に
は
往
来
妨
害
罪
（
同
法
一
二
四
条
）
が
、
電
子
制
御
さ
れ
て
い
る
運
行
管
理
シ
ス
テ
ム（54
）
　
等
の

機
能
を
破
壊
・
混
乱
さ
せ
た
場
合
に
は
往
来
危
険
罪
（
同
法
一
二
五
条
）
が
、
電
車
等
を
転
覆
さ
せ
た
場
合
に
は
そ
の
転
覆
罪
（
同
法
一

二
六
条
）
が
、
水
道
の
浄
水
場
等
を
機
能
不
全
に
し
た
場
合
に
は
水
道
汚
染
罪
（
同
法
一
四
三
条
）
が（55
）
　
、
水
道
水
の
広
域
配
水
調
整
制
御（56
）
　

を
機
能
不
全
に
し
た
場
合
に
は
水
道
損
壊
罪
（
同
法
一
四
七
条
）
が
、
工
場
内
の
作
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
そ
の
他
の
産
業
用（57
）
　
を
暴
走
さ
せ
た
り
、

飛
行
中
の
航
空
機（58
）
　
を
墜
落
さ
せ
た
り
、
密
閉
型
施
設
内
の
空
調
シ
ス
テ
ム
や
防
火
シ
ス
テ
ム
等
を
混
乱
さ
せ
た
り
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
人

間
を
殺
傷
し
た
場
合
に
は
傷
害
罪
（
同
法
二
〇
四
条
）
や
殺
人
罪
（
同
法
一
九
九
条
）
が
、
ド
ア
の
自
動
ロ
ッ
ク
機
能
等
を
破
壊
し
て
人

間
を
密
室
に
閉
じ
込
め
て
外
に
出
る
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
す
る
場
合
に
は
監
禁
罪
（
同
法
二
二
〇
条（59
）
　
）
が
、
企
業
の
電
子
決
済
シ
ス
テ

ム
を
破
壊
し
企
業
活
動
を
続
行
で
き
な
く
し
て
し
ま
う
場
合
に
は
電
子
計
算
機
損
壊
等
業
務
妨
害
罪
（
同
法
二
三
四
条
の
二
）
が
、
ビ
ル

等
に
設
置
さ
れ
て
い
る
各
種
作
業
装
置
等
を
暴
走
さ
せ
当
該
ビ
ル
を
損
傷
す
る
場
合
に
は
建
造
物
損
壊
罪
（
同
法
二
六
〇
条
）
が
、
そ
れ

ぞ
れ
適
用
可
能
な
場
合
が
多
い
と
考
え
ら
れ
る（60
）
　
。

こ
れ
ら
の
ほ
か
、
刑
法
以
外
の
特
別
刑
法
に
規
定
さ
れ
て
い
る
各
種
犯
罪
に
つ
い
て
も
同
様
に
解
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る（61
）
　
。
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問
題
は
、
そ
の
よ
う
な
サ
イ
バ
ー
テ
ロ
の
実
行
可
能
性
が
高
い
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
利
便
性
を
重
視
す
る
現
代
社
会
で

は
、
例
え
ば
、
普
通
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
よ
っ
て
各
種
機
器
類
を
遠
隔
操
作
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
、
一
般
の

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
そ
の
他
の
モ
バ
イ
ル
機
器
で
は
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
上
の
脆
弱
性
を
完
全
に
塞
ぐ
こ
と
が
で
き
な
い
た
め（62
）
　
、
サ
イ
バ
ー

テ
ロ
の
手
段
と
し
て
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
さ
れ
利
用
さ
れ
る
危
険
性
は
決
し
て
無
視
で
き
る
レ
ベ
ル
の
も
の
で
は
な
い
と
考
え
る
。

π
　
ス
イ
ス
法

ス
イ
ス
刑
法
に
お
い
て
は
、
ガ
ス
や
爆
発
物
な
ど
に
よ
る
攻
撃
が
な
さ
れ
る
場
合
に
は
、
第
七
款
（
二
二
一
条
以
下
）
に
規
定
す
る
公

共
危
険
罪
（S

ieb
en
ter
T
itel:

G
em
ein
gefä
h
rlich
e
V
erb
rech
en
u
n
d
V
erg
eh
en

）
と
し
て
処
罰
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
の
手
段
は
電
子

的
な
も
の
で
あ
っ
て
も
法
の
適
用
除
外
は
な
い
の
で
、
例
え
ば
、
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
に
対
し
て
電
磁
波
砲
に
よ
る
攻
撃
を
加
え
て
制
御
シ
ス

テ
ム
を
破
壊
し
、
プ
ラ
ン
ト
全
体
を
暴
走
・
爆
発
さ
せ
た
り
、
ビ
ー
ム
砲
攻
撃
に
よ
り
ガ
ス
タ
ン
ク
を
誘
爆
さ
せ
た
り
す
る
攻
撃
（
直
接

型
の
攻
撃
）
だ
け
で
は
な
く
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
経
由
で
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
を
管
理
す
る
グ
リ
ッ
ド
シ
ス
テ
ム
に
侵
入
し
て
そ
の
制
御
を
奪

い
、
ガ
ス
爆
発
を
発
生
さ
せ
た
よ
う
な
場
合
や
、
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
を
管
理
す
る
シ
ス
テ
ム
内
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
経
由
で
配
達
さ
れ
る
電
子

メ
ー
ル
に
添
付
フ
ァ
イ
ル
等
と
し
て
仕
組
ん
だ
攻
撃
用
マ
ル
ウ
ェ
ア
を
感
染
さ
せ
、
当
該
シ
ス
テ
ム
を
混
乱
さ
せ
た
り
破
壊
し
た
り
す
る

こ
と
に
よ
り
ガ
ス
爆
発
を
発
生
さ
せ
た
よ
う
な
（
間
接
型
の
攻
撃
）
に
は
、
こ
の
款
の
罪
と
し
て
処
罰
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
解
さ
れ
る
。

そ
こ
で
規
定
さ
れ
て
い
る
内
容
は
、
日
本
国
の
刑
法
と
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
が
、
日
本
国
の
刑
法
に
は
な
い
条
項
も
存
在
す
る
。
放
射
線
、

電
磁
波
、
イ
オ
ン
ビ
ー
ム
な
ど
を
放
出
さ
せ
て
公
共
の
危
険
を
乗
じ
さ
せ
る
行
為
を
処
罰
す
る
条
項
（
二
二
六
条
の
二
）
が
そ
う
で
あ
る
。

日
本
国
の
刑
法
と
比
較
す
る
と
、
現
代
社
会
に
お
い
て
最
も
危
険
な
存
在
で
あ
り
、
管
理
に
失
敗
す
る
と
極
め
て
大
勢
の
人
々
の
生
命

を
奪
い
死
滅
さ
せ
か
ね
な
い
危
険
性
を
常
に
内
在
し
て
い
る
原
子
力
施
設
等
に
対
す
る
攻
撃
が
現
実
に
あ
り
得
る
と
い
う
こ
と
を
当
然
の

前
提
と
す
る
処
罰
条
項
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る（63
）
　
。
つ
ま
り
、
ス
イ
ス
刑
法
に
お
い
て
は
、
原
子
力
発
電
所
等
の
非
常
に
危
険
な
施
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設
が
破
壊
さ
れ
、
放
射
性
物
質
に
よ
る
深
刻
な
汚
染
が
生
ず
る
事
態
の
発
生
を
当
然
の
想
定
の
中
に
入
れ
て
い
る
と
理
解
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
し
た
が
っ
て
、
例
え
ば
、
イ
ラ
ン
の
原
子
力
施
設
に
対
す
るS

tu
x
n
et

を
用
い
た
攻
撃
の
よ
う
な
サ
イ
バ
ー
テ
ロ
が
ス
イ
ス
の
原

子
力
発
電
所
等
に
対
し
て
実
行
さ
れ
、
放
射
性
物
質
に
よ
る
汚
染
が
生
じ
た
と
き
は
、
こ
の
条
項
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る（64
）
　
。

第
二
二
六
条
の
二

１
　
故
意
に
、
放
射
能
、
放
射
性
物
質
も
し
く
は
放
射
線
を
用
い
て
、
人
も
し
く
は
公
衆
の
生
命
も
し
く
は
身
体
ま
た
は
他
人
の
財
産

権
に
深
刻
な
損
害
を
発
生
さ
せ
た
者
は
、
拘
禁
刑
ま
た
は
罰
金
刑
に
処
す
。
拘
禁
刑
の
場
合
に
は
罰
金
刑
を
併
科
す
る
。

２
　
過
失
に
よ
る
行
為
の
場
合
に
は
、
五
年
以
下
の
拘
禁
刑
ま
た
は
罰
金
刑
に
処
す
。
拘
禁
刑
の
場
合
に
は
罰
金
刑
を
併
科
す
る
。

﹇
原
文
﹈

A
rt.

226b
is

G
efäh

rd
u
n
g

d
u
rch

K
ern

en
ergie,

R
ad

ioak
tiv

ität
u
n
d

ion
isieren

d
e

S
trah

len

1
W
er
v
o
rsä
tzlich

d
u
rch
K
ern
en
erg
ie,
ra
d
io
a
k
tiv
e
S
to
ff
e
o
d
er
io
n
isieren

d
e
S
tra
h
len
ein
e
G
efa
h
r
fü
r
d
as
L
eb
en
o
d
er

d
ie
G
esu
n
d
h
eit
v
o
n
M
en
sch
en
o
d
er
frem
d
es
E
igen
tu
m
v
o
n
erh
eb
lich
em
W
ert
v
eru
rsach

t,
w
ird
m
it
F
reih
eitsstrafe

o
d
er

m
it
G
eld
strafe

b
estraft.

M
it
d
er
F
reih
eitsstrafe

ist
ein
e
G
eld
strafe

zu
v
erb
in
d
en
.

2
H
an
d
elt
d
er
T
ä
ter
fa
h
rlässig,

so
w
ird
er
m
it
F
reih
eitsstrafe

b
is
zu
fü
n
f
J
ah
ren
o
d
er
G
eld
strafe

b
estraft.

M
it
d
er

F
reih
eitsstrafe

ist
ein
e
G
eld
strafe

zu
v
erb
in
d
en
.

ま
た
、
ス
イ
ス
刑
法
二
三
〇
条
は
、
施
設
や
装
置
等
の
安
全
装
置
を
違
法
に
解
除
す
る
行
為
を
処
罰
対
象
と
し
て
い
る
。
安
全
装
置

を
解
除
す
る
た
め
の
方
法
は
物
理
的
な
手
段
で
直
接
に
実
行
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
例
え
ば
、
グ
リ
ッ
ド
シ
ス
テ
ム
で
は
遠
隔
操
作
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に
よ
っ
て
安
全
装
置
を
操
作
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
た
め
、
当
該
シ
ス
テ
ム
の
制
御
を
リ
モ
ー
ト
で
奪
い
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
経
由
で

遠
隔
地
か
ら
安
全
装
置
を
解
除
す
る
よ
う
な
行
為
に
つ
い
て
も
同
条
の
規
定
が
適
用
可
能
と
解
さ
れ
る
。

第
二
三
〇
条

１
　
工
場
内
も
し
く
は
そ
の
他
の
商
業
施
設
内
ま
た
は
機
械
装
置
上
に
事
故
防
止
の
た
め
に
設
置
さ
れ
た
安
全
装
置
を
、
故
意
に
、
損

傷
し
、
破
壊
し
、
除
去
し
、
そ
の
他
利
用
で
き
な
く
し
、
機
能
し
な
い
よ
う
に
し
た
者
、
ま
た
は
、
法
律
上
の
義
務
に
違
反
し
て
、
故
意

に
、
そ
の
よ
う
な
安
全
装
置
を
設
置
し
な
か
っ
た
者
は
、
三
年
以
下
の
拘
禁
刑
ま
た
は
罰
金
刑
に
処
す
。
拘
禁
刑
の
場
合
に
は
罰
金
刑

を
併
科
す
る
。

２
　
過
失
に
よ
る
行
為
の
場
合
に
は
、
三
年
以
下
の
拘
禁
刑
ま
た
は
罰
金
刑
に
処
す
。

﹇
原
文
﹈

A
rt.

230
B

eseitigu
n
g

o
d
er

N
ich

tan
b
rin

gu
n
g

von
S
ich

erh
eitsvorrich

tu
n
gen

1
.
W
er
v
o
rsä
tzlich

in
F
a
b
rik
en
o
d
er
in
a
n
d
ern
B
etrieb

en
o
d
er
a
n
M
asch
in
en
ein
e
zu
r
V
erh
ü
tu
n
g
v
o
n
U
n
fällen

d
ien
en
d
e

V
o
rrich

tu
n
g
b
esch
ä
d
ig
t,
zerstö

rt,
b
eseitigt

o
d
er
son
st
u
n
b
rau
ch
b
ar
m
ach
t,
o
d
er
a
u
sser
T
ä
tig
k
eit
setzt,

w
er
v
o
rsä
tzlich

ein
e
so
lch
e
V
o
rrich

tu
n
g
v
o
rsch
riftsw

id
rig
n
ich
t
a
n
b
rin
g
t,
u
n
d
d
a
d
u
rch
w
issen

tlich
L
eib
u
n
d
L
eb
en
v
o
n

M
itm
en
sch
en
g
efä
h
rd
et,
w
ird
m
it
F
reih
eitsstrafe

b
is
zu
d
rei
J
ah
ren
o
d
er
G
eld
strafe

b
estraft.

M
it
F
reih
eitsstrafe

ist

ein
e
G
eld
strafe

zu
v
erb
in
d
en
.

2
.
H
a
n
d
elt
d
er
T
ä
ter
fa
h
rlässig,

so
ist
d
ie
S
trafe

F
reih
eitsstrafe

b
is
zu
d
rei
J
ah
ren
o
d
er
G
eld
strafe.
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∫
　
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
法

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
連
邦
法
中
で
最
も
重
要
な
も
の
は
、
連
邦
刑
法
一
〇
三
〇
条
（U

S
C
title

1
8
1
0
3
0

）
で
あ
る
。

こ
の
条
項
は
、
こ
れ
ま
で
何
度
か
改
正
さ
れ
、
サ
イ
バ
ー
テ
ロ
に
対
す
る
国
防
の
一
部
と
し
て
処
罰
強
化
が
図
ら
れ
て
き
た（65
）
　
。

こ
の
ほ
か
、
ホ
ー
ム
ラ
ン
ド
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
（H

om
elan
d
S
ecu
rity

）
と
関
連
す
る
各
種
法
令
が
多
数
存
在
す
る
が
、
そ
の
詳
細
に
つ

い
て
は
割
愛
す
る
。

四
　
関
連
す
る
日
本
の
裁
判
例

公
刊
さ
れ
て
い
る
裁
判
例
は
非
常
に
乏
し
い
。
そ
の
た
め
、
日
本
国
の
国
民
は
、
本
論
文
の
テ
ー
マ
で
あ
る
サ
イ
バ
ー
テ
ロ
及
び
サ
イ

バ
ー
戦
と
関
連
す
る
も
の
と
し
て
ど
の
よ
う
な
裁
判
事
例
が
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
判
決
が
な
さ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
、
網
羅
的
か
つ
正
確

に
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

こ
こ
で
は
、
い
ず
れ
も
非
常
に
有
名
な
事
件
ば
か
り
で
あ
る
が
、
外
国
為
替
及
び
外
国
貿
易
法
違
反
行
為
が
問
題
と
な
っ
た
刑
事
裁
判

事
例
を
数
件
例
示
す
る
の
に
と
ど
め
る（66
）
　
。

こ
れ
ら
の
事
案
で
は
、
い
ず
れ
も
電
子
的
な
機
密
情
報
の
送
信
な
ど
の
行
為
が
実
行
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
機
密
情
報
の
移
転

の
事
例
で
も
物
理
媒
体
に
記
録
し
た
状
態
で
の
移
転
が
な
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
現
在
の
よ
う
な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
時
代
に
は
情
報

通
信
回
線
を
介
し
て
電
子
的
に
機
密
情
報
の
移
転
が
な
さ
れ
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
物
理
媒
体
を
用
い
た
機
密
情
報
の
移
転
に
関
す
る
過

去
の
刑
事
判
決
に
お
け
る
量
刑
が
情
報
通
信
回
線
を
介
し
た
電
子
的
な
移
転
に
事
例
に
そ
の
ま
ま
応
用
可
能
と
は
思
わ
れ
な
い
が
、
一
応

の
判
断
資
料
と
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
（
一
部
仮
名
）。
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∏
　
東
芝
機
械
株
式
会
社
事
件

﹇
主
文
﹈

被
告
人
東
芝
機
械
株
式
会
社
　
罰
金
二
〇
〇
万
円

被
告
人
Ｈ
　
懲
役
一
〇
月
（
三
年
間
執
行
猶
予
）

被
告
人
Ｔ
　
懲
役
一
年
（
三
年
間
執
行
猶
予
）

﹇
罪
と
な
る
べ
き
事
実
﹈

被
告
人
東
芝
機
械
株
式
会
社
は
、
東
京
都
中
央
区
銀
座
に
本
店
を
置
き
、
工
作
機
械
等
の
製
造
及
び
販
売
等
を
目
的
と
す
る
居
住

者
、
被
告
人
Ｈ
は
同
社
の
工
作
機
械
事
業
部
長
室
室
長
と
し
て
工
作
機
械
等
の
製
造
等
に
従
事
し
て
い
た
も
の
、
被
告
人
Ｔ
は
同
社
の

海
外
本
部
工
作
機
械
輸
出
部
専
任
課
長
と
し
て
工
作
機
械
等
の
販
売
等
に
従
事
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
被
告
人
Ｈ
及
び
同
Ｔ
は
、

一
　
Ｙ
ら
と
共
謀
の
上
、
被
告
会
社
の
業
務
に
関
し
、
同
時
に
制
御
す
る
こ
と
が
で
き
る
軸
数
が
九
で
あ
る
金
属
工
作
機
械
（
数
値

制
御
装
置
の
仕
組
み
と
し
て
は
一
つ
の
制
御
軸
を
共
有
す
る
二
組
の
同
時
五
軸
制
御
で
あ
り
、
機
械
全
体
と
し
て
は
同
時
九
軸
制
御

と
な
る
。）
の
部
分
品
で
あ
る
ス
ナ
ウ
ト
（
カ
ッ
タ
ー
ヘ
ッ
ド
）
を
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
社
会
主
義
共
和
国
連
邦
（
以
下
「
ソ
連
」
と
い
う
。）

に
輸
出
す
る
に
は
通
商
産
業
大
臣
の
書
面
に
よ
る
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
法
定
の
除
外
事
由
が
な
い

の
に
、
右
承
認
を
受
け
る
こ
と
な
く
、
昭
和
五
九
年
六
月
二
〇
日
こ
ろ
、
右
ス
ナ
ウ
ト
一
二
個
（
製
造
原
価
約
二
三
三
六
万
円
相
当
）

を
神
奈
川
県
横
浜
市
鶴
見
区
所
在
の
横
浜
港
大
黒
埠
頭
か
ら
船
積
み
し
て
ソ
連
の
イ
リ
チ
エ
フ
ス
ク
港
に
向
け
て
輸
出
し
、
も
っ
て
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通
商
産
業
大
臣
の
承
認
を
受
け
な
い
で
貨
物
を
輸
出
し

二
　
右
Ｙ
及
び
Ｓ
ら
と
共
謀
の
上
、
被
告
会
社
の
業
務
に
関
し
、
同
時
に
制
御
す
る
こ
と
が
で
き
る
軸
数
が
九
で
あ
る
金
属
工
作
機

械
（
数
値
制
御
装
置
の
仕
組
み
と
し
て
は
一
つ
の
制
御
軸
を
共
有
す
る
二
組
の
同
時
五
軸
制
御
で
あ
り
、
機
械
全
体
と
し
て
は
同
時

九
軸
制
御
と
な
る
。）
の
使
用
に
係
る
技
術
で
あ
る
と
と
も
に
電
子
計
算
機
の
使
用
に
係
る
技
術
を
、
非
居
住
者
で
あ
る
全
ソ
技
術
機

械
輸
入
公
団
に
提
供
す
る
取
引
を
す
る
に
は
、
通
商
産
業
大
臣
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
法
定
の
除

外
事
由
が
な
い
の
に
、
右
許
可
を
受
け
る
こ
と
な
く
、
昭
和
五
九
年
七
月
一
日
こ
ろ
、
前
記
金
属
工
作
機
械
の
部
分
品
で
あ
る
ス
ナ

ウ
ト
を
装
着
し
て
右
金
属
工
作
機
械
を
作
動
さ
せ
る
た
め
の
技
術
で
あ
る
と
と
も
に
電
子
計
算
機
の
使
用
に
係
る
技
術
で
あ
る
パ
ー

ト
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
マ
ニ
ュ
ア
ル
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
ズ
マ
ニ
ュ
ア
ル
、
ソ
ー
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
リ
ス
ト
（
制
作
原
価
約

七
三
万
九
〇
〇
〇
円
相
当
）
を
和
光
交
易
株
式
会
社
社
員
Ｋ
を
介
し
情
を
知
ら
な
い
三
井
物
産
株
式
会
社
社
員
Ｉ
を
し
て
手
荷
物
と

し
て
和
光
交
易
株
式
会
社
モ
ス
ク
ワ
支
店
事
務
所
へ
届
け
さ
せ
て
ソ
連
に
搬
出
さ
せ
た
上
、
同
月
六
日
こ
ろ
、
右
モ
ス
ク
ワ
支
店
事

務
所
に
お
い
て
、
右
Ｓ
が
こ
れ
を
全
ソ
技
術
機
械
輸
入
公
団
の
指
定
す
る
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
の
バ
ル
チ
ッ
ク
工
場
関
係
者
フ
ィ
ル
ス

コ
フ
に
交
付
し
て
提
供
し
、
も
っ
て
通
商
産
業
大
臣
の
許
可
を
受
け
な
い
で
役
務
取
引
を
し
た
も
の
で
あ
る
。

π
　
株
式
会
社
Ｓ
企
業
事
件
（
東
京
地
裁
平
成
一
六
年
一
〇
月
一
五
日
判
決
・
平
成
一
五
年
（
特
わ
）
三
九
四
〇
号
・
判
例

集
等
未
搭
載
）

﹇
主
文
﹈

被
告
人
株
式
会
社
Ｓ
企
業
　
罰
金
一
五
〇
〇
万
円

被
告
人
Ａ
　
懲
役
二
年
六
月
（
五
年
間
執
行
猶
予
）



明治大学　法律論叢 86巻 2・3号：責了 tex/natsui-8623.tex page118 2013/09/30 09:56

――法　　律　　論　　叢―― 118

被
告
人
Ｂ
　
懲
役
一
年
六
月
（
三
年
間
執
行
猶
予
）

﹇
罪
と
な
る
べ
き
事
実
﹈

被
告
人
株
式
会
社
Ｓ
企
業
（
以
下
「
被
告
会
社
」
と
い
う
。）
は
、
東
京
都
渋
谷
区
に
本
店
を
置
き
、
粉
体
工
学
機
器
の
製
造
販
売
、

輸
出
及
び
輸
入
等
の
業
務
を
目
的
と
す
る
会
社
で
あ
り
、
被
告
人
Ａ
は
、
同
社
の
代
表
取
締
役
と
し
て
そ
の
業
務
全
般
を
統
括
掌
理

す
る
者
で
あ
り
、
被
告
人
Ｂ
は
、
同
社
の
海
外
事
業
部
海
外
営
業
課
長
代
理
と
し
て
同
社
の
海
外
営
業
業
務
及
び
輸
出
入
業
務
を
担

当
し
て
い
た
者
で
あ
る
が
、
被
告
人
Ａ
及
び
被
告
人
Ｂ
は
、
共
謀
の
上
、

第
１
　
株
式
会
社
Ｓ
企
業
の
業
務
に
関
し
、
平
成
一
一
年
五
月
二
八
日
こ
ろ
、
通
商
産
業
大
臣
の
許
可
を
受
け
る
こ
と
な
く
、
情
を

知
ら
な
い
通
関
業
者
で
あ
る
Ｘ
株
式
会
社
の
係
員
ら
を
し
て
、
横
浜
市
中
区
所
在
の
横
浜
港
に
お
い
て
、
外
国
為
替
及
び
外
国
貿
易

法
四
八
条
一
項
（
平
成
一
一
年
法
律
第
一
六
〇
号
に
よ
る
改
正
前
の
も
の
）、
輸
出
貿
易
管
理
令
一
条
一
項
、
別
表
第
一
の
四
の
¿

（
平
成
一
二
年
政
令
第
三
四
七
号
に
よ
る
改
正
前
の
も
の
）、
輸
出
貿
易
管
理
令
別
表
第
一
及
び
外
国
為
替
令
別
表
の
規
定
に
基
づ
き

貨
物
又
は
技
術
を
定
め
る
省
令
三
条
一
〇
号
（
平
成
一
二
年
通
商
産
業
省
令
第
一
一
五
号
に
よ
る
改
正
前
の
も
の
）
が
輸
出
を
規
制

し
て
い
る
推
進
薬
の
原
料
で
あ
る
過
塩
素
酸
ア
ン
モ
ニ
ウ
ム
を
粉
砕
す
る
た
め
の
ジ
ェ
ッ
ト
ミ
ル
で
あ
る
「
シ
ン
グ
ル
ト
ラ
ッ
ク
・

ジ
ェ
ッ
ト
ミ
ル
―
二
〇
〇
」
一
台
（
販
売
価
格
三
七
七
万
二
〇
〇
〇
円
）
を
船
積
み
さ
せ
て
、
イ
ラ
ン
・
イ
ス
ラ
ム
共
和
国
の
バ
ン

ダ
ー
ア
ッ
バ
ス
港
に
向
け
て
輸
出
し
、
も
っ
て
、
通
商
産
業
大
臣
の
許
可
を
受
け
な
い
で
貨
物
を
輸
出
し
、

第
２
　
被
告
会
社
の
業
務
に
関
し
、「
シ
ン
グ
ル
ト
ラ
ッ
ク
・
ジ
ェ
ッ
ト
ミ
ル
―
四
七
五
」
一
台
（
販
売
価
格
一
一
五
〇
万
円
）
の
輸

出
申
告
を
行
う
に
際
し
、
平
成
一
二
年
一
一
月
一
七
日
こ
ろ
、
横
浜
市
鶴
見
区
大
黒
ふ
頭
一
五
番
地
所
在
の
横
浜
税
関
大
黒
埠
頭
出

張
所
に
お
い
て
、
同
税
関
大
黒
埠
頭
出
張
所
長
に
対
し
、
情
を
知
ら
な
い
通
関
業
者
で
あ
る
Ｘ
株
式
会
社
の
係
員
ら
を
介
し
て
電
子
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情
報
処
理
組
織
に
よ
り
同
貨
物
の
輸
出
申
告
を
行
う
に
際
し
、
上
記
電
子
情
報
処
理
組
織
の
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル

の
輸
出
承
認
等
区
分
欄
に
、
真
実
は
上
記
ジ
ェ
ッ
ト
ミ
ル
が
外
国
為
替
及
び
外
国
貿
易
法
四
八
条
一
項
（
平
成
一
一
年
法
律
第
一
六

〇
号
に
よ
る
改
正
前
の
も
の
）、
輸
出
貿
易
管
理
令
一
条
一
項
、
別
表
第
一
の
四
の
¿
、
輸
出
貿
易
管
理
令
別
表
第
一
及
び
外
国
為
替

令
別
表
の
規
定
に
基
づ
き
貨
物
又
は
技
術
を
定
め
る
省
令
三
条
一
〇
号
が
輸
出
を
規
制
し
て
い
る
推
進
薬
の
原
料
で
あ
る
過
塩
素
酸

ア
ン
モ
ニ
ウ
ム
を
粉
砕
す
る
こ
と
の
で
き
る
ジ
ェ
ッ
ト
ミ
ル
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
同
貨
物
が
通
商
産
業
大
臣
の
許
可
を
受
け

る
必
要
の
な
い
貨
物
と
し
て
「
Ｎ
Ｏ
」
と
入
力
し
て
輸
出
申
告
を
行
い
、
も
っ
て
、
偽
っ
た
輸
出
申
告
を
し
、

第
３
　
被
告
会
社
の
業
務
に
関
し
、
平
成
一
二
年
一
一
月
二
二
日
こ
ろ
、
通
商
産
業
大
臣
の
許
可
を
受
け
る
こ
と
な
く
、
情
を
知
ら

な
い
通
関
業
者
で
あ
る
Ｘ
株
式
会
社
の
係
員
ら
を
し
て
、
前
記
横
浜
港
に
お
い
て
、
前
記
第
２
の
と
お
り
法
令
に
よ
り
輸
出
が
規
制

さ
れ
て
い
る
前
記
「
シ
ン
グ
ル
ト
ラ
ッ
ク
・
ジ
ェ
ッ
ト
ミ
ル
―
四
七
五
」
一
台
を
船
積
み
さ
せ
て
、
イ
ラ
ン
・
イ
ス
ラ
ム
共
和
国
の

バ
ン
ダ
ー
ア
ッ
バ
ス
港
に
向
け
て
輸
出
し
、
も
っ
て
、
通
商
産
業
大
臣
の
許
可
を
受
け
な
い
で
貨
物
を
輸
出
し
た
。

∫
　
Ｐ
株
式
会
社
事
件
（
東
京
地
裁
平
成
元
年
一
一
月
二
八
日
判
決
・
平
成
元
年
（
特
わ
）
一
三
九
五
号
・
判
例
集
等
未
搭
載
）

﹇
主
文
﹈

被
告
人
Ｐ
株
式
会
社
　
罰
金
五
〇
〇
万
円

被
告
人
Ｍ
　
懲
役
二
年
（
四
年
間
執
行
猶
予
）

﹇
罪
と
な
る
べ
き
事
実
﹈
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被
告
人
Ｐ
株
式
会
社
（
以
下
、
被
告
会
社
と
い
う
。）
は
、
東
京
都
千
代
田
区
麹
町
に
本
店
を
置
き
、
各
種
電
気
・
機
械
器
具
等
の

製
造
・
販
売
等
を
目
的
と
す
る
会
社
で
あ
り
、
被
告
人
Ｍ
（
以
下
、
被
告
人
と
い
う
。）
は
、
被
告
会
社
の
代
表
取
締
役
と
し
て
、
同

会
社
の
業
務
全
般
を
統
括
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
被
告
人
は
、

第
一
　
Ｓ
、
Ｉ
及
び
Ｔ
ら
と
共
謀
の
上
、
被
告
会
社
の
業
務
に
関
し
、
ハ
フ
ニ
ウ
ム
ワ
イ
ヤ
ー
を
ド
イ
ツ
民
主
共
和
国
を
仕
向
地
と

し
て
輸
出
し
よ
う
と
企
て
、
そ
の
旨
の
税
関
長
の
許
可
を
受
け
ず
、
か
つ
、
法
定
の
除
外
事
由
が
な
い
の
に
、
通
商
産
業
大
臣
の
承

認
を
受
け
な
い
で
、

一
　
昭
和
六
二
年
二
月
二
一
日
、
情
を
知
ら
な
い
株
式
会
社
阪
急
交
通
社
の
職
員
ら
を
し
て
、
ハ
フ
ニ
ウ
ム
ワ
イ
ヤ
ー
約
三
キ
ロ
グ

ラ
ム
（
価
格
約
一
三
六
万
二
四
二
〇
円
相
当
）
を
、
千
葉
県
成
田
市
三
里
塚
字
御
料
牧
場
一
番
地
の
一
所
在
の
新
東
京
国
際
空
港
か

ら
、
航
空
便
で
ド
イ
ツ
民
主
共
和
国
に
向
け
て
送
り
出
さ
せ
、

二
　
同
年
三
月
八
日
、
情
を
知
ら
な
い
Ｋ
を
し
て
、
同
人
が
前
記
空
港
か
ら
ド
イ
ツ
民
主
共
和
国
に
向
け
旅
客
機
で
出
国
す
る
に
際

し
、
ハ
フ
ニ
ウ
ム
ワ
イ
ヤ
ー
約
七
キ
ロ
グ
ラ
ム
（
価
格
約
三
一
七
万
五
五
七
八
円
相
当
）
を
、
同
人
の
携
帯
品
と
し
て
同
旅
客
機
に

積
み
込
ま
せ
て
ド
イ
ツ
民
主
共
和
国
に
向
け
て
送
り
出
さ
せ
、

も
っ
て
、
税
関
長
の
許
可
を
受
け
ず
、
通
商
産
業
大
臣
の
承
認
を
受
け
な
い
で
貨
物
を
輸
出
し
、

第
二
　
Ｇ
並
び
に
前
記
Ｓ
、
Ｉ
及
び
Ｔ
ら
と
共
謀
の
上
、
被
告
会
社
の
業
務
に
関
し
、
半
導
体
機
器
で
あ
る
マ
ス
ク
ア
ラ
イ
ナ
ー
（
Ｍ

Ｐ
Ａ
―
六
〇
〇
Ｆ
Ａ
）
を
ド
イ
ツ
民
主
共
和
国
に
輸
出
し
よ
う
と
企
て
、
大
韓
民
国
に
設
立
し
た
被
告
会
社
の
関
連
会
社
か
ら
メ
ー

カ
ー
で
あ
る
キ
ャ
ノ
ン
株
式
会
社
に
対
し
右
商
品
の
引
き
合
い
を
出
さ
せ
、
大
韓
民
国
及
び
中
華
人
民
共
和
国
を
順
次
経
由
し
て
ド

イ
ツ
民
主
共
和
国
に
右
商
品
が
到
着
す
る
よ
う
あ
ら
か
じ
め
準
備
工
作
を
し
た
上
、
そ
の
旨
の
税
関
長
の
許
可
を
受
け
ず
、
か
つ
、
法

定
の
除
外
事
由
が
な
い
の
に
、
通
商
産
業
大
臣
の
承
認
を
受
け
な
い
で
、
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一
　
同
六
二
年
六
月
二
七
日
、
情
を
知
ら
な
い
キ
ャ
ノ
ン
株
式
会
社
の
係
員
ら
を
し
て
、
前
記
マ
ス
ク
ア
ラ
イ
ナ
ー
一
セ
ッ
ト
（
価

格
一
億
九
三
七
万
九
九
五
二
円
相
当
）
を
、
前
記
空
港
か
ら
航
空
便
で
大
韓
民
国
を
経
由
す
る
方
法
で
ド
イ
ツ
民
主
共
和
国
に
向
け

て
送
り
出
さ
せ
、

二
　
同
年
八
月
一
日
、
情
を
知
ら
な
い
同
会
社
の
係
員
ら
を
し
て
、
同
マ
ス
ク
ア
ラ
イ
ナ
ー
二
セ
ッ
ト
（
価
格
合
計
一
億
七
三
五
六

万
三
八
九
四
円
相
当
）
を
、
前
記
空
港
か
ら
航
空
便
で
大
韓
民
国
を
経
由
す
る
方
法
で
ド
イ
ツ
民
主
共
和
国
に
向
け
て
送
り
出
さ
せ
、

三
　
同
年
九
月
八
日
、
情
を
知
ら
な
い
同
会
社
の
係
員
ら
を
し
て
、
同
マ
ス
ク
ア
ラ
イ
ナ
ー
一
セ
ッ
ト
（
価
格
一
億
九
二
三
万
四
二

八
六
円
相
当
）
を
、
前
記
空
港
か
ら
航
空
便
で
大
韓
民
国
を
経
由
す
る
方
法
で
ド
イ
ツ
民
主
共
和
国
に
向
け
て
送
り
出
さ
せ
、

も
っ
て
、
税
関
長
の
許
可
を
受
け
ず
、
通
商
産
業
大
臣
の
承
認
を
受
け
な
い
で
貨
物
を
輸
出
し
た
も
の
で
あ
る
。

ª
　
日
本
航
空
電
子
工
業
株
式
会
社
事
件
（
東
京
地
裁
平
成
四
年
四
月
二
三
日
判
決
・
判
例
時
報
一
五
七
二
号
二
七
頁（67
）
　
）

﹇
主
文
﹈

日
本
航
空
電
子
工
業
　
罰
金
五
〇
〇
万
円

被
告
ら
　
懲
役
二
年
（
三
年
間
執
行
猶
予
）

﹇
犯
罪
事
実
の
概
要
﹈

１
　
日
本
航
空
電
子
工
業
は
、
昭
和
五
九
年
三
月
二
八
日
か
ら
昭
和
六
一
年
九
月
三
〇
日
ま
で
の
間
、
関
税
法
・
外
為
法
に
違
反
し
、

最
終
仕
向
地
が
イ
ラ
ン
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
な
が
ら
、
別
紙
一
の
一
覧
表
記
載
の
と
お
り
、
Ｆ
―
四
ジ
ェ
ッ
ト
戦
闘
機
に
使
用
さ
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れ
る
加
速
度
計
（
Ｆ
―
四
戦
闘
機
用
慣
性
航
法
装
置
部
品
リ
ッ
ト
ン
Ａ
―
二
〇
〇
Ｄ
ア
ク
セ
ロ
メ
ー
タ
ー
）
一
一
七
個
、
ジ
ャ
イ
ロ

ス
コ
ー
プ
二
二
八
個
（
同
部
品
リ
ッ
ト
ン
Ｇ
―
二
〇
〇
ジ
ャ
イ
ロ
ス
コ
ー
プ
二
一
三
個
、
Ｆ
―
四
戦
闘
機
用
火
器
管
制
装
置
部
品
ハ

ネ
ウ
エ
ル
ジ
ャ
イ
ロ
ス
コ
ー
プ
Ｇ
Ｇ
―
一
一
六
三
・
一
五
個
）（
申
告
価
格
合
計
八
億
六
五
二
七
万
九
三
九
〇
円
）
を
税
関
長
・
通
産

大
臣
の
許
可
を
受
け
る
こ
と
な
く
、
香
港
ハ
イ
エ
ラ
ッ
ク
ス
社
及
び
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
エ
ア
ロ
シ
ス
テ
ム
ズ
社
に
販
売
し
、
引
渡
し
た
。

２
　
日
本
航
空
電
子
工
業
は
、
昭
和
六
一
年
一
月
一
〇
日
か
ら
平
成
元
年
四
月
四
日
ま
で
の
間
、
同
じ
く
関
税
法
・
外
為
法
に
違
反

し
、
最
終
仕
向
地
が
イ
ラ
ン
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
な
が
ら
、
別
紙
二
の
一
覧
表
記
載
の
と
お
り
、
サ
イ
ド
ワ
イ
ン
ダ
ー
ミ
サ
イ
ル

（
Ｆ
―
四
ジ
ェ
ッ
ト
戦
闘
機
搭
載
用
空
対
空
ミ
サ
イ
ル
Ａ
Ｍ
一
九
型
の
俗
称
）
の
部
分
品
ロ
ー
レ
ロ
ン
三
〇
七
九
個
（
申
告
価
格
合
計

七
〇
九
八
万
三
三
七
七
円
、
た
だ
し
試
作
品
及
び
返
品
を
含
む
）
を
税
関
長
・
通
産
大
臣
の
許
可
を
受
け
る
こ
と
な
く
、
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
に
輸
出
し
た
。

３
　
被
告
ら
は
、
昭
和
六
三
年
五
月
二
二
日
か
ら
平
成
元
年
四
月
四
日
ま
で
の
間
、
ロ
ー
レ
ロ
ン
一
三
五
七
個
を
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に

輸
出
し
た
。

五
　
ま
と
め

以
上
で
本
論
文
に
お
け
る
検
討
を
終
え
る
。

本
論
文
で
は
、
試
み
に
ス
イ
ス
刑
法
及
び
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
連
邦
刑
法
と
の
比
較
と
い
う
か
た
ち
を
通
し
て
サ
イ
バ
ー
テ
ロ
に
対
抗
す

る
た
め
の
刑
事
法
の
あ
り
か
た
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
。
し
か
し
、
も
と
よ
り
、
本
論
文
で
と
り
あ
げ
た
諸
外
国
の
立
法
例
が
こ
の
分

野
に
お
い
て
特
別
に
優
れ
た
内
容
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
趣
旨
で
は
な
い
し
、
ま
た
、
世
界
的
に
み
て
最
も
効
果
的
な
法
制
で
あ
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る
と
い
う
理
解
に
基
づ
く
も
の
で
も
な
い
。
無
論
、
こ
れ
ら
諸
外
国
の
立
法
例
に
は
長
所
も
短
所
も
あ
る
し
、
法
解
釈
や
法
執
行
の
い
か

ん
に
よ
っ
て
は
弊
害
も
あ
り
得
る
。

他
方
で
、
日
本
国
に
お
い
て
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
前
に
お
け
る
厳
し
い
情
報
統
制
及
び
思
想
弾
圧
と
い
う
歴
史
的
経
験
の
ゆ
え
に
ス

パ
イ
活
動
等
に
対
す
る
法
的
対
応
に
つ
い
て
し
ば
し
ば
過
敏
な
反
応
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
日
本
が
置
か
れ
て
い
る
地
政
学
的
な
特
殊
条

件
の
た
め
に
、
安
易
な
立
法
や
そ
の
提
案
等
が
国
際
的
な
摩
擦
や
対
立
を
惹
起
し
か
ね
な
い
と
い
う
こ
と
も
否
定
す
る
こ
と
の
で
き
な
い

事
実
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
れ
ら
の
事
項
に
関
す
る
考
察
・
検
討
に
は
深
い
思
慮
と
広
い
国
際
的
視
野
と
が
要
求
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
な
が
ら
、「
情
報
財
」
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
情
報
の
保
護
と
い
う
観
点
か
ら
す
る
と
、
サ
イ
バ
ー
テ
ロ
に
よ
る
情
報
の
無
権

限
取
得
（
諜
報
活
動
）
や
そ
の
よ
う
な
情
報
の
破
壊
行
為
に
つ
い
て
完
全
に
目
を
瞑
っ
た
ま
ま
で
い
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
そ
れ
は
、
理

論
的
な
論
理
必
然
性
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
政
治
・
経
済
的
な
必
要
と
い
う
事
実
か
ら
そ
う
な
の
だ
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

な
お
、
本
論
文
は
、「
戦
時
と
平
時
が
常
に
共
存
す
る
状
況
」
の
下
に
お
い
て
、
平
時
の
法
に
属
す
る
刑
法
等
の
通
常
の
刑
事
法
に
よ
る

対
処
が
ど
こ
ま
で
可
能
か
と
い
う
観
点
か
ら
の
検
討
結
果
の
一
部
で
あ
る
。
こ
の
非
常
に
難
解
な
法
的
課
題
を
取
り
扱
う
上
で
最
も
重
要

な
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
べ
き
違
法
性
阻
却
事
由
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
諸
般
の
事
情
を
考
慮
し
、
意
図
的
に
検
討
対
象
か
ら
除
外
す
る
こ
と

と
し
た
。

本
論
文
が
こ
の
分
野
に
お
け
る
法
学
研
究
に
何
ら
か
の
寄
与
と
な
る
こ
と
を
期
待
す
る（68
）
　
。

注（
1
）

例
え
ば
、
近
隣
諸
国
の
例
と
し
て
は
、
韓
国
に
対
し
て
北
朝
鮮
か
ら
サ
イ
バ
ー
攻
撃
が
実
行
さ
れ
た
事
例
な
ど
が
あ
る
。

（
2
）

参
考
と
な
る
文
献
と
し
て
、R

ich
a
rd
A
.
C
la
rk
e
&
R
o
b
ert
K
n
a
k
e,
C
y
b
er
W
a
r:
T
h
e
N
ex
t
T
h
rea
t
to
N
a
tio
n
a
l
S
ecu
rity

a
n
d
W
h
a
t
to
D
o
A
b
o
u
t
It,
E
cco
,
2
0
1
2

、E
d
w
a
rd
R
.
M
iller-J

o
n
es,
C
y
b
er
W
a
rfa
re,
F
a
stb
o
o
k
P
u
b
lish
in
g
,
2
0
1
2

、D
a
v
id

B
.
F
a
rm
er,
D
o
th
e
P
rin
cip
les
o
f
W
a
r
A
p
p
ly
to
C
y
b
er
W
a
r?
,
B
ib
lio
sch
o
la
r,
2
0
1
2

、J
a
so
n
A
n
d
ress

&
S
tev
e
W
in
terfeld

,
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C
y
b
er
W
a
rfa
re:
T
ech
n
iq
u
es,
T
a
ctics

a
n
d
T
o
o
ls
fo
r
S
ecu
rity

P
ra
ctitio

n
ers,

S
y
n
g
ress,

2
0
1
1

、J
o
sef
S
ch
ro
fl
,
B
a
h
ra
m

M
.
R
a
ja
ee
&
D
ieter

M
u
h
r
(ed
s.),
H
y
b
rid
a
n
d
C
y
b
er
W
a
r
A
s
C
o
n
seq
u
en
ces
o
f
th
e
A
sy
m
m
etry
:
A
C
o
m
p
reh
en
siv
e

A
p
p
ro
a
ch
A
n
sw
erin
g
H
y
b
rid
A
cto
rs
a
n
d
A
ctiv
ities

in
C
y
b
ersp
a
ce,
P
eter

L
a
n
g
,
2
0
1
1

、M
a
rk
S
a
u
ter
&
J
a
m
es
C
a
ra
fa
n
o
,

H
o
m
ela
n
d
S
ecu
rity
:
A
C
o
m
p
lete
G
u
id
e
2
n
d
ed
itio
n
,
M
cG
ra
w
-H
ill,
2
0
1
1

、J
eff
rey
C
a
rr,
In
sid
e
C
y
b
er
W
a
rfa
re,
O
reilly,

2
0
0
9

、M
a
rk
M
.
L
o
w
en
th
a
l

（
茂
田
宏
訳
）『
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
―
機
密
か
ら
政
策
へ
』（
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
一
）、
江
畑
謙
介

『
情
報
と
戦
争
』（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
出
版
、
二
〇
〇
六
）、
喬

良
、
王
湘
穂
、
坂
井
臣
之
助
（
劉
訳
）、『
超
限
戦
　21　
世
紀
の
「
新
し
い
戦
争
」』（
共
同
通
信

社
、
二
〇
〇
一
）
な
ど
が
あ
る
。

（
3
）

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
発
生
し
た
同
時
多
発
テ
ロ
攻
撃
及
び
そ
れ
に
よ
る
社
会
的
影
響
に
つ
い
て
は
、
岡
本
篤
尚
『《
９
・
　11　
》
の
衝
撃
と
ア
メ
リ
カ

の
「
対
テ
ロ
戦
争
」
法
制
』（
法
律
文
化
社
、
二
〇
〇
九
）
が
参
考
に
な
る
。
な
お
、
同
時
多
発
テ
ロ
攻
撃
以
降
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
連
邦
政

府
の
対
応
に
つ
い
て
批
判
的
な
書
籍
と
し
て
、D

a
v
id
E
.
S
a
n
g
er,
C
o
n
fro
n
t
a
n
d
C
o
n
cea
l,
C
ro
w
n
,
2
0
1
2

が
あ
る
。

（
4
）

そ
れ
ゆ
え
、
本
論
文
で
は
、
主
と
し
て
国
家
等
に
よ
る
サ
イ
バ
ー
攻
撃
の
場
合
を
想
定
す
る
立
場
を
採
用
す
る
こ
と
に
す
る
。

（
5
）

前
掲S

a
n
g
er,
C
o
n
fro
n
t
a
n
d
C
o
n
cea
l

を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
6
）

一
九
八
二
年
、
カ
ナ
ダ
の
企
業
か
ら
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
ロ
シ
ア
の
ス
パ
イ
が
盗
み
出
し
た
シ
ベ
リ
ア
ガ
ス
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
管
理
シ
ス
テ
ム
用
の
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
プ
ロ
グ
ラ
ム
内
に
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
諜
報
機
関
Ｃ
Ｉ
Ａ
に
よ
っ
て
仕
組
ま
れ
て
い
た
マ
ル
ウ
ェ
ア
（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ウ
イ
ル
ス
）
に
よ
っ

て
、
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
ロ
シ
ア
の
シ
ベ
リ
ア
ガ
ス
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
に
重
大
事
故
が
発
生
し
た
と
い
う
事
例
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
事
例
は
、
Ｃ
Ｉ

Ａ
の
サ
イ
ト
で
も
公
式
に
触
れ
ら
れ
て
い
る
も
の
の
一
つ
で
あ
る
。

G
u
s
W
.
W
eiss,

T
h
e
F
a
rew
ell
D
o
ssier

-
D
u
p
in
g
th
e
S
o
v
iets,

C
IA

﹇
二
〇
一
三
年
七
月
二
三
日
確
認
﹈

た
だ
し
、
単
な
る
風
評
の
一
種
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
否
定
的
ま
た
は
批
判
的
な
見
解
も
あ
る
。
な
お
、
こ
の
よ
う
な
事
例
に
関
す
る
関
連
書
籍
と

し
て
は
、T
h
o
m
a
s
R
eed
,
A
t
th
e
A
b
y
ss:
A
n
In
sid
er’s
H
isto
ry
o
f
th
e
C
o
ld
W
a
r,
R
a
n
d
o
m
H
o
u
se
L
L
C
,
2
0
0
7

が
あ
る
。

（
7
）

U
n
ited

S
ta
tes
C
o
n
g
ressio

n
a
l
H
o
u
se,
C
o
m
p
u
ter
S
ecu
rity
:
C
y
b
er
A
tta
ck
s–
W
a
r
W
ith
o
u
t
B
o
rd
ers:

H
ea
rin
g
B
efo
re
th
e

S
u
b
co
m
m
ittee

o
n
G
o
v
ern
m
en
t
M
a
n
a
g
em
en
t,
In
fo
rm
a
tio
n
,
B
o
o
k
s
L
L
C
,
2
0
1
1

（
8
）

前
掲
江
畑
謙
介
『
情
報
と
戦
争
』
一
八
六
頁

（
9
）

例
え
ば
、
イ
ン
ド
、
パ
キ
ス
タ
ン
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
、
ス
リ
ラ
ン
カ
等
の
地
域
に
お
い
て
、
宗
教
上
ま
た
は
政
治
上
の
対
立
か
ら
、
相
手
国
政
府

のW
eb

サ
イ
ト
に
対
す
る
サ
イ
バ
ー
攻
撃
が
実
行
さ
れ
、
そ
の
よ
う
な
攻
撃
が
な
さ
れ
る
度
に
、
攻
撃
者
が
攻
撃
成
功
の
声
明
を
公
表
し
、
攻
撃
を
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受
け
た
側
の
政
府
が
厳
し
い
非
難
を
し
た
上
で
報
復
と
し
て
の
サ
イ
バ
ー
攻
撃
を
す
る
こ
と
に
な
る
と
い
っ
た
事
態
が
常
態
化
し
て
お
り
、
地
政
学

的
に
み
て
非
常
に
不
安
定
な
状
態
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
。

（
10
）

夏
井
高
人
「
サ
イ
バ
ー
犯
罪
の
研
究
（
二
）
―
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
（P

h
ish
in
g

）
に
関
す
る
比
較
法
的
検
討
―
」
法
律
論
叢
八
五
巻
四
・
五
合
併
号

一
八
三
頁
で
も
簡
単
に
触
れ
た
。

（
11
）

U
S
C
title

1
8
ch
a
p
ter
9
0
P
ro
tectio

n
o
f
tra
d
e
secrets

（
12
）

S
ch
w
eizerisch

es
S
tra
fg
esetzb

u
ch
,
v
o
m
2
1
.
D
ezem

b
er
1
9
3
7
(S
ta
n
d
a
m
1
.
J
u
li
2
0
1
3
)

（
13
）

様
々
な
考
慮
の
上
で
本
論
文
で
は
ス
イ
ス
刑
法
を
素
材
と
し
て
検
討
を
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
と
判
断
し
た
。
日
本
の
一
般
国
民
に
と
っ
て
ス
イ

ス
は
「
平
和
な
中
立
国
家
」
で
あ
る
と
の
印
象
が
非
常
に
強
い
。
事
実
そ
う
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
た
め
に
は
ス
イ
ス
が
国
家
と
し
て
の

可
能
な
最
大
の
防
御
を
尽
く
し
て
お
り
、
法
制
も
ま
た
そ
の
例
外
で
は
な
い
と
い
う
事
実
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

（
14
）

th
e
U
S
O
ffi
ce
o
f
th
e
S
ecreta

ry
o
f
D
efen
se,
A
n
n
u
a
l
R
ep
o
rt
to
C
o
n
g
ress

-
M
ilita
ry
a
n
d
S
ecu
rity

D
ev
elo
p
m
en
ts

In
v
o
lv
in
g
th
e
P
eo
p
le’s
R
ep
u
b
lic
o
f
C
h
in
a
2
0
1
3

h
ttp
:/
/
w
w
w
.d
efen
se.g
o
v
/
p
u
b
s/
2
0
1
3
C
h
in
a
R
ep
o
rt
F
IN
A
L
.p
d
f

﹇
二
〇
一
三
年
七
月
二
〇
日
確
認
﹈

（
15
）

前
掲A

n
n
u
a
l
R
ep
o
rt
to
C
o
n
g
ress

p
.4
5

（
16
）

夏
井
高
人
「
サ
イ
バ
ー
犯
罪
の
研
究
（
三
）
―
通
信
傍
受
に
関
す
る
比
較
法
的
検
討
―
」
法
律
論
叢
八
五
巻
六
号
三
六
三
頁
以
下

（
17
）

夏
井
高
人
「
サ
イ
バ
ー
犯
罪
の
研
究
（
一
）
―D

o
S

攻
撃
（D

D
o
S

攻
撃
）
に
関
す
る
比
較
法
的
検
討
―
」
法
律
論
叢
八
五
巻
一
号
二
〇
〇
頁
以
下

（
18
）

前
掲
夏
井
高
人
「
サ
イ
バ
ー
犯
罪
の
研
究
（
二
）
―
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
（P

h
ish
in
g

）
に
関
す
る
比
較
法
的
検
討
―
」
一
八
二
頁
以
下

（
19
）

日
本
国
に
お
い
て
は
、
い
わ
ゆ
る
ス
パ
イ
罪
ま
た
は
国
家
機
密
漏
洩
罪
の
新
設
を
求
め
る
法
案
（
主
と
し
て
、
公
務
員
や
自
衛
隊
員
の
守
秘
義
務

を
厳
格
化
・
厳
罰
化
す
る
こ
と
を
内
容
と
す
る
も
の
）
が
何
度
も
国
会
で
提
案
さ
れ
て
き
た
が
、
い
ず
れ
も
廃
案
と
な
っ
た
。
諸
外
国
に
お
い
て
は
、

こ
の
種
の
立
法
例
が
多
数
存
在
す
る
。
し
か
し
、
日
本
国
で
は
、
と
り
わ
け
マ
ス
コ
ミ
等
か
ら
厳
し
い
批
判
・
反
対
が
あ
る
。

（
20
）

こ
の
分
野
に
お
け
る
立
法
例
と
し
て
比
較
的
重
要
と
思
わ
れ
る
ド
イ
ツ
刑
法
及
び
そ
の
法
解
釈
に
関
し
て
は
、J

ö
rg
E
isele,

C
o
m
p
u
ter-
u
n
d

M
ed
ien
stra
frech

t,
C
.H
.
B
eck
,
2
0
1
3

が
参
考
に
な
る
。

（
21
）

西
田
典
之
『
刑
法
各
論
第
六
版
』（
弘
文
堂
、
二
〇
一
二
）
四
一
四
頁
は
、「
情
報
の
提
供
」
の
行
為
も
外
患
援
助
行
為
に
含
ま
れ
、
非
戦
闘
員
の
行

為
も
含
ま
れ
る
と
し
て
い
る
。

（
22
）

同
法
制
定
以
降
に
日
本
国
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
の
間
で
締
結
さ
れ
た
国
際
合
意
と
し
て
は
、
二
〇
〇
七
年
に
締
結
さ
れ
た
「
秘
密
軍
事
情
報
の
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保
護
の
た
め
の
秘
密
保
持
の
措
置
に
関
す
る
日
本
国
政
府
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
政
府
と
の
間
の
協
定
（A

g
reem

en
t
b
etw
een
th
e
G
ov
ern
m
en
t

o
f
J
a
p
a
n
a
n
d
th
e
G
o
v
ern
m
en
t
o
f
th
e
U
n
ited

S
ta
tes
o
f
A
m
erica

co
n
cern
in
g
S
ecu
rity

M
ea
su
res
fo
r
th
e
P
ro
tectio

n
o
f

C
la
ssifi
ed
M
ilita
ry
In
fo
rm
a
tio
n

）」
が
あ
る
。
ま
た
、
二
〇
一
二
年
、
日
本
国
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
の
間
で
「
情
報
の
保
護
に
関
す
る
日
本
国
政

府
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
政
府
と
の
間
の
協
定
（A

g
reem

en
t
b
etw
een
th
e
G
o
v
ern
m
en
t
o
f
J
a
p
a
n
a
n
d
th
e
G
o
v
ern
m
en
t
o
f
A
u
stra
lia

o
n
th
e
S
ecu
rity

o
f
In
fo
rm
a
tio
n

）」
が
締
結
さ
れ
た
。

（
23
）

前
掲
「
サ
イ
バ
ー
犯
罪
の
研
究
（
三
）
―
通
信
傍
受
に
関
す
る
比
較
法
的
検
討
―
」
三
八
五
頁

（
24
）

平
成
一
五
年
（
二
〇
〇
三
年
）
の
不
正
競
争
防
止
法
一
部
改
正
に
よ
り
、
不
正
競
争
防
止
法
違
反
の
罪
と
し
て
営
業
秘
密
の
侵
害
行
為
が
処
罰
さ

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
同
改
正
以
後
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
平
成
一
六
年
度
特
許
庁
産
業
財
産
権
制
度
問
題
調
査
研
究
報
告
書
「
不
正
競
争
防
止
法

を
活
用
し
た
知
的
財
産
の
保
護
強
化
（
営
業
秘
密
の
保
護
と
模
倣
品
・
海
賊
版
対
策
）
に
関
す
る
調
査
研
究
報
告
書
」
が
詳
し
い
。
そ
し
て
、
平
成
二

一
年
（
二
〇
〇
九
年
）
の
再
改
正
に
よ
り
営
業
秘
密
の
侵
害
に
対
す
る
罰
則
が
強
化
さ
れ
、
更
に
、
平
成
二
三
年
（
二
〇
一
一
年
）
及
び
同
二
四
年

（
二
〇
一
二
年
）
に
刑
事
手
続
に
関
す
る
改
正
が
な
さ
れ
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
は
、
経
済
産
業
省
知
的
財
産
政
策
室
『
逐

条
解
説
不
正
競
争
防
止
法
―
平
成
二
一
年
改
正
版
』（
有
斐
閣
、
二
〇
一
〇
）
及
び
同
『
逐
条
解
説
不
正
競
争
防
止
法
―
平
成
二
三
・
二
四
年
改
正
版
』

（
有
斐
閣
、
二
〇
一
二
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
25
）

ス
イ
ス
刑
法
一
六
二
条
の
規
定
は
、
実
質
的
に
は
、
か
つ
て
日
本
国
で
昭
和
四
〇
年
代
後
半
に
議
論
さ
れ
た
改
正
刑
法
草
案
三
一
八
条
（
企
業
秘

密
漏
示
罪
）
と
同
じ
内
容
の
も
の
で
あ
る
。
改
正
刑
法
草
案
三
一
八
条
は
、「
企
業
の
役
員
又
は
従
業
員
が
、
正
当
な
理
由
が
な
い
の
に
、
そ
の
企
業

の
生
産
方
法
そ
の
他
の
技
術
に
関
す
る
秘
密
を
第
三
者
に
漏
ら
し
た
と
き
は
、
三
年
以
下
の
懲
役
又
は
五
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。
こ
れ
ら

の
地
位
に
あ
っ
た
者
が
、
そ
の
企
業
の
生
産
方
法
そ
の
他
の
技
術
に
関
す
る
秘
密
を
守
る
べ
き
法
律
上
の
義
務
に
違
反
し
て
、
こ
れ
を
第
三
者
に
漏

ら
し
た
と
き
も
同
じ
で
あ
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

（
26
）
﹇
訳
注
﹈
も
し
日
本
国
の
法
令
中
に
同
種
の
条
項
が
制
定
さ
れ
た
場
合
に
は
、
加
重
処
罰
条
項
の
み
が
適
用
さ
れ
る
法
条
競
合
の
関
係
に
た
ち
、
観

念
的
競
合
の
関
係
に
は
た
た
な
い
と
解
さ
れ
る
。

（
27
）
﹇
訳
注
﹈
こ
こ
で
の
「k

n
o
w
in
g
ly

」
は
、
基
本
的
に
故
意
犯
の
み
を
処
罰
対
象
と
し
過
失
犯
を
除
外
す
る
趣
旨
と
理
解
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
構
成

要
件
に
該
当
す
る
客
観
的
な
事
実
に
つ
い
て
の
認
識
の
み
を
要
し
、
構
成
要
件
該
当
行
為
の
実
行
に
つ
い
て
の
意
欲
を
要
件
と
し
て
い
な
い
点
に
留

意
す
べ
き
で
あ
る
。
無
論
、
法
律
の
錯
誤
は
故
意
を
阻
却
し
な
い
の
で
、
例
え
ば
、
米
国
の
研
究
施
設
等
で
特
定
の
企
業
と
の
間
で
守
秘
契
約
が
締

結
さ
れ
た
資
金
提
供
の
下
で
専
門
研
究
に
従
事
し
て
い
た
研
究
者
等
が
研
究
に
用
い
た
デ
ー
タ
を
日
本
国
に
移
転
す
れ
ば
、
移
転
し
た
デ
ー
タ
及
び
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そ
の
移
転
と
い
う
客
観
的
事
実
に
つ
い
て
の
認
識
さ
え
あ
れ
ば
、
故
意
の
要
件
を
充
足
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
場
合
、
法
規
制
の
対
象
と
な
っ
て

い
る
か
ど
う
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
当
該
研
究
者
に
認
識
が
な
か
っ
た
場
合
や
錯
誤
な
い
し
誤
解
が
あ
る
場
合
で
あ
っ
て
も
故
意
を
阻
却
す
る
こ
と

は
な
い
。
過
失
に
よ
っ
て
場
合
と
し
て
は
、
自
己
が
移
転
し
た
デ
ー
タ
の
中
に
法
的
保
護
を
受
け
る
デ
ー
タ
が
含
ま
れ
て
い
る
と
い
う
客
観
的
事
実

に
つ
い
て
の
認
識
が
な
く
、
そ
の
よ
う
な
デ
ー
タ
が
誤
っ
て
移
転
し
た
デ
ー
タ
の
中
に
混
入
し
て
し
ま
っ
た
よ
う
な
場
合
な
ど
に
限
定
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

（
28
）
﹇
訳
注
﹈「tra

d
e
secret

」
を
「
営
業
秘
密
」
と
訳
す
る
こ
と
に
し
た
が
、
こ
の
条
項
で
は
営
業
秘
密
を
記
録
し
た
物
品
等
の
こ
と
も
含
め
て
規
定

さ
れ
て
い
る
。
同
法
に
お
け
る
「
営
業
秘
密
」
の
範
囲
は
、
日
本
国
の
不
正
競
争
防
止
法
に
お
け
る
「
営
業
秘
密
」
の
と
は
若
干
異
な
り
、
日
本
法
よ

り
も
か
な
り
広
い
。
な
お
、
同
法
に
お
け
る
「tra
d
e
secret

」
の
定
義
は
、
同
法
一
八
三
九
条
中
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。

（
29
）
﹇
訳
注
﹈「
組
織
（o

rg
a
n
iza
tio
n
s

）」
と
は
、
_
項
で
処
罰
対
象
と
な
っ
て
い
る
自
然
人
で
は
な
い
法
人
や
団
体
そ
の
他
の
組
織
を
意
味
す
る
も
の

と
解
さ
れ
る
。

（
30
）
﹇
訳
注
﹈
連
邦
法
で
あ
る
の
で
、
州
際
取
引
ま
た
は
国
際
取
引
と
関
係
の
な
い
製
品
等
に
か
か
る
営
業
秘
密
に
つ
い
て
は
本
条
が
適
用
さ
れ
な
い
。

一
八
三
一
条
は
外
国
等
を
利
す
る
目
的
が
構
成
要
件
要
素
と
な
っ
て
い
る
た
め
自
動
的
に
連
邦
法
の
所
管
と
な
る
が
、
一
八
三
二
条
は
通
常
の
商
取

引
と
関
連
す
る
法
の
立
法
権
分
配
原
則
に
従
い
、
個
々
の
州
内
で
の
み
問
題
と
な
り
得
る
営
業
秘
密
侵
害
行
為
に
つ
い
て
は
各
州
の
立
法
権
に
復
す

る
こ
と
に
な
る
。

（
31
）
﹇
訳
注
﹈
こ
こ
で
の
「k
n
o
w
in
g
ly

」
は
、
一
八
三
一
条
に
お
け
る
の
と
同
様
、
過
失
犯
を
除
外
す
る
趣
旨
と
解
さ
れ
る
。

（
32
）
﹇
訳
注
﹈「co

n
v
ert

」
の
意
義
は
や
や
難
解
で
あ
る
が
、
同
条
及
び
一
八
三
二
条
に
お
け
る
用
語
例
を
整
合
性
の
あ
る
も
の
と
し
て
合
理
的
に
解
釈

す
る
と
、
営
業
秘
密
に
属
す
る
情
報
内
容
を
記
録
し
た
媒
体
等
か
ら
何
ら
か
の
か
た
ち
で
複
製
ま
た
は
保
存
し
、
物
理
的
手
段
、
電
子
的
手
段
そ
の

他
の
何
ら
か
の
手
段
を
用
い
て
他
所
（
特
に
外
国
等
）
に
移
転
す
る
こ
と
を
そ
の
内
容
と
す
る
も
の
と
解
さ
れ
る
の
で
、「
移
転
」
と
訳
す
る
こ
と
に

し
た
。

（
33
）

例
え
ば
、
次
の
よ
う
な
報
道
が
な
さ
れ
て
い
る
。

N
a
sa
tests

3
D
-p
rin
ted
ro
ck
et
en
g
in
e
fu
el
in
jecto

r

B
B
C
:
1
5
J
u
ly,
2
0
1
3

h
ttp
:/
/
w
w
w
.b
b
c.co
.u
k
/
n
ew
s/
tech
n
o
lo
g
y
-2
3
3
1
3
9
2
1

﹇
二
〇
一
三
年
七
月
二
二
日
確
認
﹈

（
34
）

三
次
元
プ
リ
ン
タ
で
製
造
可
能
な
銃
砲
の
部
品
デ
ー
タ
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
経
由
で
配
布
し
た
場
合
、
そ
れ
だ
け
で
は
単
に
電
磁
的
記
録
の
伝
送
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に
過
ぎ
な
い
が
、
そ
の
部
品
デ
ー
タ
を
用
い
て
実
際
に
銃
砲
の
部
品
を
製
造
し
組
み
立
て
る
と
実
射
可
能
な
銃
砲
を
完
成
で
き
る
こ
と
が
確
認
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
よ
う
に
し
て
製
造
さ
れ
た
銃
砲
に
は
殺
傷
能
力
が
あ
る
。
そ
の
実
例
に
つ
い
て
は
多
数
の
報
道
が
あ
る
が
、
例
え
ば
、
下
記
の
よ
う

な
報
道
が
な
さ
れ
て
い
る
。

T
h
is
Is
T
h
e
W
o
rld
’s
F
irst
E
n
tirely

3
D
-P
rin
ted
G
u
n
(P
h
o
to
s)

F
o
rb
es:
M
a
y
3
,
2
0
1
3

h
ttp
:/
/
w
w
w
.fo
rb
es.co

m
/
sites/

a
n
d
y
g
reen
b
erg
/
2
0
1
3
/
0
5
/
0
3
/
th
is-is-th

e-w
o
rld
s-fi
rst-en

tirely
-3
d
-p
rin
ted
-g
u
n
-p
h
o
to
s/

﹇
二
〇
一
三
年
七
月
二
二
日
確
認
﹈

（
35
）

軍
の
部
隊
を
実
戦
配
置
し
戦
闘
行
為
を
実
行
す
る
場
合
、
武
器
の
故
障
や
損
耗
が
必
然
的
に
生
ず
る
。
そ
の
よ
う
な
場
合
、
補
給
が
途
絶
え
る
と
、

当
該
部
隊
の
戦
闘
力
が
大
幅
に
失
わ
れ
る
危
険
性
が
あ
る
。
し
か
し
、
三
次
元
プ
リ
ン
タ
を
用
い
部
品
の
印
刷
デ
ー
タ
に
よ
っ
て
必
要
な
部
品
を
必

要
な
数
だ
け
現
場
（
戦
場
等
）
で
即
座
に
製
造
し
て
補
給
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
特
に
機
密
性
を
要
す
る
部
品
等
に
つ
い
て
は
印
刷
デ
ー
タ
を

部
隊
が
持
ち
歩
く
の
で
は
な
く
衛
星
通
信
等
を
介
し
て
本
国
か
ら
デ
ー
タ
送
信
す
る
こ
と
に
よ
り
遠
隔
操
作
で
部
隊
の
三
次
元
プ
リ
ン
タ
を
機
能
さ

せ
必
要
な
部
品
等
を
製
造
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
そ
し
て
、
実
際
に
必
要
と
な
る
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
部
品
等
を
運
搬
す
る
た
め
の
輜
重
部

隊
の
負
担
を
大
幅
に
軽
減
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
た
め
、
部
隊
の
機
動
性
を
大
幅
に
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
ロ
ボ
ッ
ト
兵
（
ド
ロ
ー

ン
）
主
体
の
戦
闘
部
隊
の
た
め
に
は
こ
の
よ
う
な
三
次
元
プ
リ
ン
タ
に
よ
る
部
品
製
造
能
力
は
必
須
の
も
の
と
な
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
人
間
の
兵
士

主
体
の
戦
闘
部
隊
の
場
合
で
も
、
兵
士
の
骨
格
デ
ー
タ
等
を
予
め
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
登
録
し
て
お
く
こ
と
に
よ
り
、
戦
場
に
お
い
て
当
該
兵
士
の
本

物
の
骨
格
と
同
じ
か
た
ち
を
し
た
応
急
手
術
用
人
工
骨
を
三
次
元
プ
リ
ン
タ
で
製
造
し
そ
れ
を
用
い
て
外
科
手
術
を
す
れ
ば
、
兵
士
の
救
命
や
事
後

の
回
復
・
社
会
復
帰
の
た
め
に
役
立
つ
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
三
次
元
プ
リ
ン
タ
は
民
生
品
と
し
て
の
み
な
ら
ず
軍
用
と
し
て
も
極

め
て
重
要
な
も
の
と
な
っ
て
く
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
仮
に
そ
れ
が
民
生
品
と
し
て
市
販
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
っ
て
も
軍
事
機
密
の
一
種

と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
得
る
こ
と
に
な
る
。

（
36
）

厚
生
労
働
省
医
薬
品
食
品
局
安
全
対
策
課
長
、
厚
生
労
働
省
医
薬
品
食
品
局
審
査
管
理
課
医
療
機
器
審
査
管
理
室
長
「
電
気
自
動
車
の
充
電
器
の

電
磁
波
に
よ
る
植
込
み
型
心
臓
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
等
へ
の
影
響
に
係
る
使
用
上
の
注
意
の
改
訂
に
つ
い
て
（
平
成
二
五
年
三
月
一
九
日
・
薬
食
安
発
〇

三
一
九
第
三
号
、
薬
食
機
発
〇
三
一
九
第
一
号
）」
参
照

（
37
）

電
磁
波
と
関
連
す
る
安
全
確
保
の
問
題
に
関
す
る
一
般
に
つ
い
て
は
、
電
気
学
会
電
磁
環
境
・
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
技
術
調
査
専
門
委
員
会
編
『
電

磁
波
と
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
技
術
』（
オ
ー
ム
社
、
二
〇
一
二
）
が
参
考
に
な
る
。
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（
38
）

「
消
費
生
活
用
製
品
安
全
法
（
昭
和
四
八
年
法
律
第
三
一
号
）
第
三
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
経
済
産
業
省
関
係
特
定
製
品
の
技
術
上
の
基
準
等
に

関
す
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
」（
平
成
二
四
年
経
済
産
業
省
令
第
八
四
号
）
は
、
高
出
力
の
レ
ー
ザ
ー
ポ
イ
ン
タ
に
よ
る
失
明
な
ど
の
身
体

被
害
が
あ
る
こ
と
を
前
提
に
、
そ
の
安
全
基
準
を
定
め
て
い
る
。

（
39
）

仮
想
現
実
（A

rg
u
m
en
t
R
ea
lity

）
を
実
現
す
る
た
め
の
各
種
情
報
機
器
類
に
対
す
る
攻
撃
で
は
、
こ
の
よ
う
な
攻
撃
が
最
も
効
果
的
に
実
行
さ

れ
得
る
か
も
し
れ
な
い
。

（
40
）

こ
こ
に
お
い
て
、
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
の
機
能
を
有
す
る
限
り
生
物
と
非
生
物
と
を
架
橋
す
る
唯
一
の
カ
テ
ゴ
リ
的
概
念
で
あ
る
「
サ
イ
バ
ネ
テ
ィ

ク
ス
（C

y
b
ern
etics

）」
の
真
の
意
義
が
認
識
・
理
解
さ
れ
る
に
至
る
で
あ
ろ
う
。

（
41
）
`

a

聨
合
ニ
ュ
ー
ス
・・
二
〇
一
一
年
九
月
一
七
日
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﹇
二
〇
一
三
年
七
月

二
四
日
確
認
﹈

（
42
）

故
意
に
よ
る
自
動
車
型
ロ
ボ
ッ
ト
の
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
だ
け
で
は
な
く
、
制
御
用
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
バ
グ
等
に
よ
る
異
常
走
行
に
よ
る
交
通
事
故
、
人

間
で
は
な
い
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
制
御
に
よ
る
走
行
の
ゆ
え
に
生
ず
る
通
常
の
部
品
強
度
の
限
界
を
超
え
た
金
属
疲
労
等
の
発
生
に
起
因
す
る
交
通
事
故
、

太
陽
風
の
影
響
、
地
磁
気
の
ず
れ
、
人
工
衛
星
の
故
障
な
ど
に
よ
る
Ｇ
Ｐ
Ｓ
デ
ー
タ
処
理
の
異
常
か
ら
生
ず
る
交
通
事
故
、
あ
る
い
は
、
実
験
室
内

や
閉
鎖
的
な
実
験
用
道
路
で
は
な
く
現
実
の
一
般
道
路
を
走
行
す
る
場
合
に
生
ず
る
想
定
外
の
事
態
か
ら
生
ず
る
交
通
事
故
等
も
想
定
す
べ
き
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、
当
該
自
動
車
型
ロ
ボ
ッ
ト
の
開
発
者
（
当
該
自
動
車
型
ロ
ボ
ッ
ト
全
体
の
設
計
者
だ
け
で
は
な
く
、
セ
ン
サ
ー
の
開
発
者

や
制
御
用
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
者
等
を
含
む
。）
に
つ
い
て
、
業
務
上
過
失
致
死
傷
の
成
立
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。
同
様
の
こ
と
は
、
航
空
機
型
ロ

ボ
ッ
ト
や
船
舶
型
ロ
ボ
ッ
ト
に
つ
い
て
も
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、
こ
の
よ
う
な
タ
イ
プ
の
問
題
は
単
な
る
危
惧
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
く
、

既
に
事
故
実
例
が
生
じ
て
い
る
。
例
え
ば
、「
ミ
リ
波
レ
ー
ダ
ー
に
よ
る
障
害
物
検
知
ソ
フ
ト
が
不
適
切
な
た
め
、
乱
反
射
し
た
ミ
リ
波
情
報
を
誤
っ

て
障
害
物
と
認
識
し
、
衝
突
の
可
能
性
が
な
い
の
に
自
動
ブ
レ
ー
キ
が
作
動
す
る
可
能
性
が
あ
る
」
と
し
て
、
ト
ヨ
タ
が
製
造
・
販
売
す
る
自
動
車

約
二
万
台
を
リ
コ
ー
ル
す
る
旨
を
道
路
交
通
省
に
届
け
出
た
と
い
う
事
例
が
あ
る
。
ロ
イ
タ
ー
の
報
道
に
よ
れ
ば
、
こ
の
問
題
と
関
連
す
る
不
具
合

の
報
告
が
六
件
、
物
損
事
故
が
一
件
発
生
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。

ト
ヨ
タ
、
新
型
「
ク
ラ
ウ
ン
」
な
ど
約
二
万
台
を
リ
コ
ー
ル

ロ
イ
タ
ー
・・
二
〇
一
三
年
六
月
二
六
日
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（
43
）

ロ
ボ
ッ
ト
は
機
械
装
置
で
あ
る
の
で
、
人
間
を
殺
傷
す
る
こ
と
の
で
き
る
毒
ガ
ス
の
中
で
も
行
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
毒
ガ
ス
を

撒
き
散
ら
し
周
囲
の
人
間
を
皆
殺
し
に
し
な
が
ら
攻
撃
し
て
く
る
ロ
ボ
ッ
ト
兵
の
前
で
は
、
そ
れ
に
抵
抗
す
る
こ
と
の
で
き
る
人
間
の
兵
士
や
警
官

等
が
全
て
毒
ガ
ス
に
よ
っ
て
殺
傷
さ
れ
て
し
ま
い
、
国
家
と
し
て
の
国
防
・
治
安
機
能
が
根
底
か
ら
崩
壊
し
て
し
ま
う
と
い
っ
た
最
悪
の
事
態
が
発

生
し
得
る
。

（
44
）

ロ
ボ
ッ
ト
が
有
す
る
本
質
的
な
危
険
性
に
つ
い
て
は
、
夏
井
高
人
『
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
社
会
の
文
化
と
法
』（
日
本
評
論
社
、
一
九
九
七
）
六
四
頁
で

も
触
れ
た
。

（
45
）

D
A
R
P
A
:
Y
o
u
r
T
ech
W
ill
S
elf-D

estru
ct

In
fo
rm
a
tio
n
W
eek
:
J
a
n
u
a
ry
3
0
,
2
0
1
3

h
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w
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.co
m
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g
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a
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1
4
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（
46
）

超
伝
導
を
応
用
し
て
磁
力
誘
導
で
超
高
速
に
弾
丸
を
発
射
す
る
電
磁
的
な
レ
ー
ル
砲
ま
た
は
レ
ー
ル
銃
は
、「
金
属
性
弾
丸
を
発
射
す
る
機
能
を
有

す
る
」
も
の
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
火
薬
の
爆
発
力
を
応
用
し
た
「
装
薬
銃
砲
」
で
は
な
い
。
た
だ
し
、
電
磁
波
砲
の
中
に
は
、
電
磁
的
な
仕
掛
け
に

よ
っ
て
筒
内
の
空
気
を
瞬
時
に
膨
張
さ
せ
、
そ
れ
を
対
象
物
の
破
壊
の
た
め
に
応
用
す
る
も
の
が
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
も
の
の
中
に
は
「
装
薬
銃
砲
」

ま
た
は
「
空
気
銃
」
に
該
当
す
る
も
の
が
あ
り
得
る
。

（
47
）

現
行
の
銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
に
お
い
て
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
中
に
盛
ん
に
用
い
ら
れ
た
火
炎
放
射
器
の
よ
う
な
古
典
的
な
武
器
で
さ
え

「
銃
砲
」
の
範
疇
に
含
ま
れ
な
い
。
あ
え
て
皮
肉
を
交
え
て
評
価
す
る
と
す
れ
ば
、
現
行
法
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
に
よ
っ
て
種
子
島
に
火
縄
銃
が
渡
来

し
た
時
代
（
一
五
四
〇
年
代
こ
ろ
）
に
お
け
る
「
武
器
」
と
い
う
概
念
に
支
配
さ
れ
続
け
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
現
代
の
電
子
的
な
仕
組
み
を
応
用
し

た
殺
人
用
具
や
破
壊
兵
器
等
を
一
切
考
慮
に
入
れ
て
お
ら
ず
、
極
め
て
原
始
的
な
も
の
で
あ
る
と
評
価
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
な
お
、「
鉄
砲
」
な
ど
の

火
器
類
が
日
本
国
に
渡
来
し
た
正
確
な
年
代
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
っ
て
確
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
そ
れ
が
一
六
世
紀
の
こ
と
で
あ
る
こ
と
に

つ
い
て
は
概
ね
見
解
が
一
致
し
て
い
る
。

（
48
）

P
o
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七
月
二
四
日
確
認
﹈

（
49
）
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（
50
）

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
担
当
者
の
重
大
な
怠
慢
か
ら
本
来
で
あ
れ
ば
容
易
に
防
御
で
き
た
は
ず
の
サ
イ
バ
ー
テ
ロ
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
ず
、
火
災

や
爆
発
等
の
事
態
を
招
い
て
し
ま
っ
た
場
合
、
当
該
担
当
者
に
つ
い
て
業
務
上
失
火
罪
（
刑
法
一
一
七
条
の
二
）
が
成
立
す
る
場
合
が
あ
り
得
る
と

思
わ
れ
る
。

（
51
）

S
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（
52
）

農
林
水
産
省
農
村
振
興
局
・
農
林
水
産
省
水
産
庁
・
国
土
交
通
省
河
川
局
・
国
土
交
通
省
港
湾
局
「
津
波
・
高
潮
対
策
に
お
け
る
水
門
・
陸
閘
等
管

理
シ
ス
テ
ム
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
平
成
一
八
年
三
月
）」
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（
53
）

道
田
秀
夫
・
三
上

徹
・
難
波
田
愈
「
道
路
交
通
管
制
シ
ス
テ
ム
」
情
報
処
理
一
九
巻
六
号
五
五
二
頁
、
安
達
俊
朗
・
渡
辺
泰
男
・
川
見
篤
史
「
高

速
道
路
交
通
管
制
シ
ス
テ
ム
の
現
状
と
こ
れ
か
ら
」
東
芝
レ
ビ
ュ
ー
五
七
巻
一
二
号
一
五
頁
、
高
速
道
路
に
お
け
る
情
報
提
供
の
新
サ
ー
ビ
ス
に
関

す
る
調
査
専
門
委
員
会
「
高
速
道
路
に
お
け
る
情
報
提
供
の
新
サ
ー
ビ
ス
」
電
気
学
会
技
術
報
告
一
一
九
〇

（
54
）

常
田
信
樹
・
岡
田
賢
一
・
大
島
俊
哉
・
渡
辺
昌
夫
「
都
市
交
通
の
安
全
と
安
定
し
た
運
行
を
支
え
る
制
御
管
理
シ
ス
テ
ム
―
京
阪
電
気
鉄
道
株
式

会
社
の
事
例
―
」
日
立
評
論
八
九
巻
一
一
号
四
六
頁
、
国
藤

隆
・
早
乙
女
弘
・
糟
谷
直
大
・
前
田

徹
・
渡
部

悌
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
技
術
に
よ
る

省
配
線
新
連
動
シ
ス
テ
ム
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
信
号
制
御
シ
ス
テ
ム
」」
同
巻
同
号
三
八
頁

（
55
）

水
道
の
浄
水
場
で
は
、
通
常
、
人
間
に
と
っ
て
も
毒
物
で
あ
る
塩
素
や
オ
ゾ
ン
等
の
化
学
物
質
を
用
い
て
消
毒
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

消
毒
用
毒
物
は
、
所
定
の
量
を
混
入
さ
せ
た
だ
け
で
は
人
間
に
と
っ
て
害
は
な
い
が
（
安
全
基
準
を
守
り
所
定
の
量
を
用
い
て
い
る
場
合
に
限
り
正

当
業
務
と
し
て
違
法
性
が
阻
却
さ
れ
、
あ
る
い
は
、
致
死
量
に
遠
く
至
ら
な
い
と
い
う
意
味
で
不
能
犯
と
し
て
構
成
要
件
該
当
性
が
阻
却
さ
れ
る
。）、

大
量
に
投
入
さ
れ
た
場
合
に
は
致
死
的
な
結
果
を
招
く
こ
と
が
全
く
な
い
と
は
言
え
な
い
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
薬
物
の
投
入
は
電
子
制
御
さ
れ
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て
い
る
の
で
、
そ
の
制
御
を
奪
い
ま
た
は
そ
れ
を
混
乱
さ
せ
る
な
ど
し
て
大
量
の
薬
物
投
入
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
し
た
場
合
に
は
、
水
道
毒
物
等
混

入
の
罪
（
刑
法
一
四
六
条
）
が
成
立
し
得
る
。

（
56
）

服
部

大
・
杉
野
寿
治
・
横
川
勝
也
「
上
下
水
道
施
設
の
広
域
・
効
率
化
に
貢
献
す
る
シ
ス
テ
ム
技
術
（
特
集
水
循
環
と
資
源
再
生
に
向
け
た
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
）」
東
芝
レ
ビ
ュ
ー
六
五
巻
五
号
三
九
頁

（
57
）

梅
崎
重
夫
・
池
田
博
康
「
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
の
安
全
性
」
電
子
情
報
通
信
学
会
誌
八
八
巻
五
号
三
一
六
頁

（
58
）

C
y
b
er-a
tta
ck
co
n
cern
s
ra
ised

o
v
er
B
o
ein
g
7
8
7
ch
ip
’s
’b
a
ck
d
o
o
r’

G
u
a
rd
ia
n
:
2
9
M
a
y
2
0
1
2

h
ttp
:/
/
w
w
w
.g
u
a
rd
ia
n
.co
.u
k
/
tech
n
o
lo
g
y
/
2
0
1
2
/
m
a
y
/
2
9
/
cy
b
er-a
tta
ck
-co
n
cern
s-b
o
ein
g
-ch
ip

﹇
二
〇
一
三
年
七
月
二
四
日
確

認
﹈

（
59
）

オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
や
マ
ン
シ
ョ
ン
の
電
源
シ
ス
テ
ム
を
リ
モ
ー
ト
で
破
壊
し
非
常
電
源
等
も
機
能
し
な
い
よ
う
に
し
た
場
合
、
エ
レ
ベ
ー
タ
が
停
止

し
た
ま
ま
全
く
動
か
な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
得
る
。
そ
の
よ
う
な
場
合
に
つ
い
て
も
、
未
必
的
・
概
括
的
な
も
の
に
せ
よ
故
意
の
成
立
が

肯
定
さ
れ
る
限
り
、
間
接
的
な
電
子
的
攻
撃
に
よ
る
監
禁
罪
の
成
立
を
認
め
得
る
と
考
え
る
。

（
60
）

本
来
、
個
々
の
シ
ス
テ
ム
の
特
性
に
即
し
て
、
よ
り
具
体
的
に
、
攻
撃
の
態
様
と
刑
罰
法
令
の
適
用
を
論
ず
る
べ
き
で
あ
る
が
、
そ
の
弊
害
を
考

慮
し
、
本
論
文
で
は
概
括
的
な
指
摘
だ
け
に
と
ど
め
る
こ
と
に
す
る
。

（
61
）

詳
論
は
避
け
る
が
、
例
え
ば
、
外
国
か
ら
遠
隔
操
作
し
て
物
理
攻
撃
や
偵
察
活
動
・
諜
報
活
動
を
実
行
す
る
飛
行
型
ロ
ボ
ッ
ト
（
攻
撃
用
ド
ロ
ー

ン
）
の
発
着
所
等
を
密
か
に
設
置
し
た
場
合
、
航
空
法
一
四
六
条
の
適
用
の
可
否
が
問
題
と
な
り
得
る
。
こ
の
場
合
の
飛
行
型
ロ
ボ
ッ
ト
に
は
、
ナ
ノ

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
応
用
に
よ
っ
て
製
造
さ
れ
た
極
め
て
小
型
の
も
の
や
昆
虫
型
の
も
の
も
含
ま
れ
る
。
航
空
法
の
適
用
の
あ
る
「
航
空
機
」
は
「
人

が
乗
っ
て
航
空
の
用
に
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
飛
行
機
、
回
転
翼
航
空
機
、
滑
空
機
及
び
飛
行
船
そ
の
他
政
令
で
定
め
る
航
空
の
用
に
供
す
る
こ
と

が
で
き
る
機
器
」
を
意
味
し
（
同
法
二
条
一
項
）、
無
人
の
ロ
ボ
ッ
ト
を
含
ま
な
い
が
、
無
人
ロ
ボ
ッ
ト
で
も
有
人
の
ロ
ボ
ッ
ト
と
同
様
の
航
空
施
設

や
航
空
保
安
施
設
等
を
要
す
る
こ
と
が
あ
り
、
そ
れ
が
航
空
法
所
定
の
航
空
機
の
飛
行
の
安
全
（
同
法
一
条
）
の
重
大
な
妨
げ
と
な
る
こ
と
が
あ
り

得
る
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
し
、
よ
り
適
切
に
は
、
全
て
自
律
的
人
工
知
能
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
自
動
的
に
運
用
管
理
さ
れ
る
完
全
な

無
人
施
設
及
び
完
全
な
無
人
航
空
機
で
あ
っ
て
も
そ
れ
ら
に
対
し
て
航
空
法
の
適
用
が
あ
る
よ
う
に
す
べ
く
航
空
法
の
全
面
改
正
が
な
さ
れ
る
べ
き

で
あ
る
。
そ
し
て
、
も
し
航
空
法
の
適
用
が
不
適
切
で
あ
る
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
全
く
別
の
立
法
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
お
、
あ
く
ま

で
も
一
般
論
だ
が
、
人
間
の
存
在
を
必
須
の
前
提
と
す
る
法
シ
ス
テ
ム
は
、
既
に
歴
史
的
産
物
ま
た
は
博
物
館
の
陳
列
物
的
存
在
と
な
り
つ
つ
あ
る
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と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

（
62
）

安
全
性
を
高
め
る
よ
う
に
す
る
と
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
の
製
造
・
管
理
コ
ス
ト
が
非
常
に
高
い
も
の
と
な
り
、
一
般
人
が
購
入
可
能
な
レ
ベ
ル
を

超
え
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。
市
販
の
製
品
と
し
て
流
通
可
能
な
価
格
帯
に
押
さ
え
よ
う
と
す
る
限
り
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
面
で
の
万
全
性
を

犠
牲
に
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
も
そ
も
、
完
全
無
欠
な
製
品
は
絶
対
に
あ
り
得
な
い
。

（
63
）

原
子
力
施
設
等
を
破
壊
し
た
り
そ
の
制
御
を
奪
っ
た
り
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
当
該
施
設
か
ら
放
射
性
物
質
を
放
出
さ
せ
る
よ
う
な
場
合
だ
け
で
は
な

く
、
何
ら
か
の
放
射
性
物
質
を
直
接
に
市
街
地
等
に
ば
ら
ま
い
て
放
射
能
汚
染
を
発
生
さ
せ
る
よ
う
な
行
為
に
も
適
用
さ
れ
る
こ
と
は
、
当
然
の
前
提

で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
放
射
性
物
質
は
、
建
築
物
の
非
破
壊
検
査
や
レ
ン
ト
ゲ
ン
医
師
に
よ
る
Ｘ
線
検
査
等
の
た
め
の
線
源
（ra

d
ia
tio
n
so
u
rce

）

や
放
射
性
の
蛍
光
塗
料
や
蛍
光
イ
ン
ク
等
と
し
て
、
社
会
の
中
に
比
較
的
普
通
に
存
在
す
る
。

（
64
）

放
射
能
汚
染
に
よ
る
死
亡
者
の
発
生
を
未
必
的
・
概
括
的
に
せ
よ
認
識
・
認
容
し
て
い
た
場
合
に
は
、
別
途
、
殺
人
罪
や
傷
害
罪
等
が
成
立
す
る

こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

（
65
）

最
新
の
条
文
の
邦
訳
は
、
夏
井
高
人
「
サ
イ
バ
ー
犯
罪
の
研
究
（
四
）
―
電
子
計
算
機
詐
欺
」
法
律
論
叢
八
六
巻
一
号
八
一
頁
以
下
に
あ
る
。

（
66
）

関
連
す
る
古
い
裁
判
例
等
に
つ
い
て
は
、
吉
岡
一
男
「
企
業
秘
密
と
情
報
財
（一）
」
法
學
論
叢
一
一
七
巻
三
号
一
頁
、
同
「
企
業
秘
密
と
情
報
財
（二）
」

同
四
号
一
頁
が
詳
し
い
。

（
67
）

日
本
航
空
電
子
工
業
株
式
会
社
の
株
主
代
表
訴
訟
の
第
一
審
判
決
で
あ
る
東
京
地
裁
平
成
八
年
六
月
二
〇
日
判
決
の
掲
載
雑
誌
（
出
典
）
で
あ
る
。

同
判
決
の
理
由
中
で
刑
事
事
件
の
主
文
及
び
公
訴
事
実
の
概
要
が
引
用
さ
れ
て
い
る
が
、
刑
事
判
決
の
判
決
書
そ
れ
自
体
は
未
公
刊
で
あ
る
。

（
68
）

本
論
文
は
、
文
部
科
学
省
私
立
大
学
戦
略
的
研
究
基
盤
形
成
支
援
事
業
（
平
成
二
三
年
〜
平
成
二
七
年
度
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。


